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「婚約を解消しよう」

「どうして……？」

　婚約者のアディルからそう告げられ、かすれた声がエミーリアの口からもれた。

　アルヴァス伯爵家の子息であるアディルとウィンボーン子爵家の娘であるエミーリアが婚約したのは、今から十年前。エミーリアが八歳の頃だった。

　自分の意志とはまったく関係なくまとめられた縁談ではあったが、できるだけ仲良くしようとしてきたつもりだ。

　今日だって、エミーリアから誘って観劇に行く予定だった。その前に買い物をしようと待ち合わせをしていたのに、こんな風に一方的に婚約を解消されなければならないなんて。

「ごめん、君は悪くないんだ。今回の件は、一方的に俺に非がある」

「なぜ、どうしてなの？」

　アディルは申し訳なさそうに微笑み、零れる涙をこらえるように、エミーリアは瞬きを繰り返す。

「君とは、親の決めた婚約だ。けれど、俺は、真実の愛に出会ってしまった――」

　真実の愛？　そんなものが、いったい何の役に立つというのだろう。

　二人が生きているのは貴族社会。

　貴族の結婚というものは両家の関係によって決められるものであって、真実の愛とやらに出会った程度のことで覆せるはずもないのに。

「……本当にごめん、エミーリア」

　アディルが後ろを振り向いて手招きすると、物陰から出てきたのは可愛らしい少女だった。エミーリアも名前だけは知っている。トレヴィラ男爵家の娘、フルールだ。

「……あ、あの。私……本当に、申し訳ないと思って」

　大きな青い瞳を申し訳なさそうに瞬かせ、フルールはアディルにぴたりと寄り添った。

「フルールに出会って気がついたんだ。俺達の婚約は間違いだったと」

　アディルは芝居じみた大げさな口調で言葉を重ねた。

（……大丈夫なのかしら、これ）

　アディルは気づいていない。

　半ばアディルの背後に隠れるようにし、彼には表情を見られない位置に陣取ったフルールが、エミーリアに勝ち誇ったような笑みを向けていることに。
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「どれだけお詫びしても足りないのはわかっています。エミーリア嬢……でも、私達、心から愛し合っているんです」

　フルールの表情は口調とまったく合っていない。

　それに、知り合いでもないのにウィンボーン子爵令嬢ではなく、エミーリア嬢と呼ぶのは無礼だ。こちらを完全に舐めきっている。

　それを指摘することなく、嗚咽をこらえているようにエミーリアはうつむいた。

　仲良く見つめ合い、寄り添う二人の間に割り込むことなんてできないと打ちひしがれているように見えるだろう――二人の目には。

「そう……そうなの……それなら、あなたからお父様にきちんと話をしてくださる？　それで……終わりにしましょう」

　これ以上、みっともない姿を見せないようにしたのはエミーリアの矜持だと二人が思ってくれればいい。

「……わかった。そうしよう」

　フルールの肩を抱くようにして、アディルが去っていく。少し離れたところに待っていた馬車に、二人そろって乗り込んだ。

　うつむいたままのエミーリアにはそれ以上かまわず、馬車は動き始める。それでもまだ、エミーリアは顔を上げなかった。

　ようやく動き始めたのは、馬車が完全に見えなくなったと判断してから。

　一人、取り残されたエミーリアは打ちのめされて――はいなかった。

「いやったああああああいっ！　婚約解消イエーイ！」

　歓声と共に、右手を高々と突き上げる。エミーリアの口から上がったのは、勝利の叫び。

「十年頑張ってきたけど、アディルの好みのタイプを装うのは、そろそろ限界だと思ってたのよね……！」

　ここ数年、エミーリアを悩ませていた件がようやく解消されたのだ。これを喜ばずにどうしろというのだろう。

「向こうから言い出してくれるなんて、めちゃくちゃついてるわ！」

　思わずその場で踊り始めたエミーリアを止める者なんていない。喜びの声が高々と響き渡った。

















第一章　完璧に嬉しい婚約破棄












　アディルから婚約破棄を叩きつけられて三十分後のこと。

　スキップしながら自室に飛び込んだエミーリアは、その場でくるくると回った。まだ、高揚した気分は続いている。

「やったぁ、うふふふふ。これで私も自由の身！」

　大きく開かれた窓からは、そよそよと心地よい風が部屋の中に吹き込んでくる。カーテンの陰から白いオウムがひょっこりと顔をのぞかせた。

「そんなにはしゃいで何があったのさ？　今日はアディルとデートだったよね」

　その声に、回り続けていたエミーリアはぴたりと動きを止め、オウムの方へと手を差し伸べる。小さく羽ばたいて肩に乗ったオウムに、頬を擦り寄せた。

「……なんだと思う？」

「さあ？　ちょっと、そんなに擦りつくなって」

　迷惑そうなオウムの声には耳も貸さず、エミーリアはくすくすと笑う。

「アディルが婚約破棄してくれたのよ。これをラッキーと言わずして、なんと言えばいいのかしらね！」

「アディルが？」

「そうよ、ルイ。これでようやく自由の身。アディルも悪い人じゃないし……こっちから婚約破棄なんてしたらお父様を悲しませてしまうし、諦めて結婚するしかないかなって思ってたけど。好きな人ができたんだって」

「そういう状況での婚約破棄なら、周囲の同情も買えるしね」

　人の悪そうな口調でオウム――ルイが言う。その言葉にも、エミーリアは満面の笑みでうなずいた。

「同情してもらってもいいじゃないの。一応、円満な結婚生活を送るつもりはあったんですからね？　ちゃんと関係を深める努力はしてきたわよ、少なくとも私の方は」

　エミーリアは闊達な性質なのだが、アディルの前ではそれを封印してきた。というか、そもそもこの国の貴族男性は、おとなしい女性を好む人が多い。

　エミーリアの素行が原因で婚約破棄になったら、父親を悲しませることになってしまうため、素行には充分注意してきたつもりだ。貴族の令嬢として、恥ずかしくない立ち居振る舞いも心がけてきた。

「君の方が美人なのになんでアディルは君をふってフルールだっけ？　あの子のところに行ったんだろう」

「お父様が口うるさいからでしょ？　伯爵家と繋がり持ちたいからって、割と強引に決めた話みたいだし」

　様々な商売を営んでいるウィンボーン子爵家は、グランディール王国の中でも有数の富豪だ。そして、子爵家の持つ流通網に目をつけた王の命により、国内の郵便事業も一手に引き受けている。

　周辺諸国から遠方の国まで幅広く取引を行っており、珍しい品々が国内に入ってくるのもまたウィンボーン子爵家を通じてのことが多い。

　王族に献上するような品も多数扱っているため、ウィンボーン子爵家が流行を作ると言っても過言ではないのだ。

　だが、多大な影響力を持っているとはいえ、祖父の代にようやく爵位を得た新興貴族。

　あなどられることが多い反面、利に聡い人には一目置かれているというなんとも微妙な立ち位置でもあった。

　それを解消しようと父が結んだのが、名門アルヴァス伯爵家の跡取り、アディルとエミーリアの婚約だ。

「伯爵家の方でもうちと繋がりを持ちたい理由はあったしね。当時は、借金まみれだったそうだから」

　子爵家は名門貴族との繋がりを強めたい、伯爵家は借金を返済したい、さらに収入を増やす手段が欲しいというわけで、両家の父にとっては願ってもない縁談であった。

　伯爵家の領地での商売がうまくいくよう子爵家が手を貸したり、そのための資金を提供したり。その礼として、伯爵家は、名門貴族が出席する茶会や夜会に両親が招待されるよう手を回してくれた。

　援助は十年続き、これからは援助がなくてもなんとかやっていけるだろう程度には伯爵家の財政も改善した。そのタイミングでの婚約破棄である。

「お父様は、援助するからには絶対に成功しなくてはと、アディルにも口うるさく言っていたのよね。ギャンブルはするな、領地のことにもっと気を配れ――ってね。それが嫌だったのかも」

　伯爵家が借金まみれになったのは、伯爵のギャンブル癖が原因である。同じ失敗を息子にはさせたくないと願った伯爵に請われて、父はアディルの教育にも手を貸した。

　商売の基礎だけではなく領地運営、ギャンブル以外の上手な遊び方も父が教えたのだ。

　だが、アディルにとっては、未来の義父とはいえ、口うるさいおじさんの小言でしかなかったのかもしれない。

「だいたい、今、私がこんな状況に陥っているのはあなたのせいなんですからね？　そこのところは忘れないでほしいんだけど」

　エミーリアは、肩にとまっていたルイを天井へと放り投げる。空中でばたばたと羽ばたいたルイは、ベッドへと着地してそのまま倒れ込んだ。

「僕だって、好きこのんでこんなところに来たわけじゃ……うっ、うっ、うっ」

「人の輝かしい未来を奪ったくせにー」

「それは！　それはわかってるけどさ！　だからこうして僕もここにいるんじゃないか！」

　枕に顔を埋めてべそべそと泣いているルイを見ながら、エミーリアはため息をつく。そう、本来ならこんなところにいるはずではなかったのだ。

　あの時、前世のエミーリアは、自分の人生の新たな目標を見つけようとしていたのだから。
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　相沢恵美は、肩からずり落ちたバッグの紐をかけ直しながら、駅の階段を上っていた。

「明日のテストが終われば夏休みっと」

　こんな風にテストの心配をするなんて、二年前は考えてもいなかった。

　あの日、事故に遭わなかったら、今頃は夏休みの合宿に向けて準備を進めていただろう。そもそも、今の学科を選んでいなかったはずだ。

　幼い頃、泣き虫だった恵美を近所にあった空手の道場にたたき込んだのは、自分も空手の経験者である父だった。いわく、「これからは、女の子も強くならなければ」だそうな。

　父の目論見は成功し、恵美は強くなった。父の期待以上に。

　その後もめきめきと腕を上げ続け、ある意味強くなりすぎた。

　小学校六年生の時には全国を制覇。その後世界大会の代表にも選ばれた。

　あいにくその時には入賞できなかったけれど、かなりいい線までこぎつけた。

　いずれは世界一にと夢を見たとしても、笑われない程度には強くなっていたのだ。

　父も若い頃、かなり有望な選手だったらしいけれど、ある一定の年齢を超えたところで自分の才能に見切りをつけた。

　一度も世界大会の表彰台に上がることなく終わってしまったから、表彰台に近い位置までたどりついた娘の恵美に夢を託したのも、しかたのないところなのかもしれない。

　父の期待を背負い、母も応援してくれて、夢を追い続けた中学生活。だが、高校生になった年、恵美もまた、夢を途中で絶たれることになった。ひき逃げによって、選手としては再起不能の怪我を負わされてしまったから。

　それ以来、普通の高校生として生活し、受験して大学生となった。

　スポーツの世界で生きていくのは無理だけれど、日常生活を送る程度なら、困らない程度に回復できた。新しい進路に大きな不満があるというわけでもない。最初は泣いたけれど、気持ちを切り替えることにも成功していた。

「とりあえず、追い込みしておかないとね」

　卒業したら、学校の先生になって部活の顧問を担当するとか、スポーツトレーナーとか。とにかく、なんらかの形でスポーツの世界に関わることができればいい。

　悪い成績を取るつもりもない以上、やるべきことはやっておかなければなんて、気合いを入れ直した時だった。

「きゃあああっ！」

　不意に上の方から悲鳴が聞こえてくる。見上げれば、よろめいたらしい若いＯＬが、手すりに掴まってなんとか体勢を立て直そうとしているのが目に映る。

　そして、ものすごい勢いで駆け下りてくる男。

　ぼうっとしていて反応の遅れた恵美は、男を避けることができなかった。

　どんっと肩に衝撃が走った次の瞬間には、自分の身体が宙に浮くのがわかる。

　周囲から悲鳴が響き、しまったという顔をした男が、恵美の腕を掴む。その光景は、妙にゆっくりと感じられた。

（ま、まずい――！）

　そう思ったのも一瞬のこと。

　せめて、背中から……頭だけは守らなければ。

　そう思うのに、男に腕を掴まれていて頭をかばうこともできない。

　男ともども勢いよく宙に放り出され、地面に叩きつけられる。できる限り受け身を取ろうとしたけれど――それが最後の記憶だった。






　はっと目を開いた時には、どこかに横になっていた。

　見上げた先は見覚えのない真っ白な天井。それから左右に視線を巡らせると、周囲も白一色の空間だ。

　向こう側には大きな窓があり、白いカーテンが窓から入ってくる風に揺れている。

　恵美の眉間に皺が寄る――ここはいったいどこなのだろう。眉間の皺はそのままに、ゆっくりと起き上がる。そうしてから見下ろしてみれば、横たわっていたソファもまた真っ白だった。

（……私、事故に遭ったんじゃなかったっけ？）

　最後の記憶は、背中の痛み。それ以降記憶はぷつりと途切れてしまって、まったく整理のつかないまま。

　頭を振りながら、ソファに座り直すと、どこからか声が聞こえてきた。

「……気がついた？」

　視界の隅で人影が動くのが見えてそちらに視線を巡らせれば、白い服を身に着けた少年が立っていた。

（……天使？　妖精？）

　なんて思ってしまったのは、彼が浮き世離れした雰囲気だったからかもしれない。すとんとした飾り気のない白い服は明らかに恵美の知っている流行とは違っている。

　くるくると渦を巻いた短めの金髪に、青い瞳。ふっくらとした桃色のあどけない頬。年齢は十に満たないというところだろうか。

「……誰？」

「ぼ、僕……ルイって言います……あのっ！　ご、ごめんなさいぃぃぃっ！」

　いきなり彼は深々と平伏した。それはもうお手本にできるほど見事な土下座であった。

「え、あ、あのっ」

　いきなり土下座されて、恵美も混乱した。まさかのリアル土下座である。

「な、何が、いったい、どうなって」

「あの、あのですねっ、僕っ、僕っ……！」

　顔を上げたかと思ったら、ぼろぼろと泣き始めるから、ますますどうしたらいいのかわからなくなる。ソファに座った恵美の方が逆におろおろしてしまった。

「ちょっと待って、そんなに泣かれたら私が悪いみたいじゃないの」

　首根っこを掴んででも止めてやろうと恵美が腰を浮かせかけた時、ルイはとんでもないことを口にした。

「ご、ごめんなさい……僕の、僕のせいであなたは死んでしまったんです……！」

「はいぃ？」

　死んだ？　死んだというのなら、恵美が今いるここはどこなんだ。

　目を瞬かせたら、白い天井に最後に見た光景がよみがえってきた。

　手すりにしがみつくＯＬ。階段の上から、周囲の様子も見ずに駆け下りてくる男の姿。

　状況が飲み込めずに立ち止まった恵美に男が正面からぶち当たり、そのまま一緒になって落ちる。

　手のひらに、じんわりと汗が滲んできたのを自覚した。

　頭だけはかばわなくちゃ――そう思っていたはずなのに。

「――やめてっ！」

　それから先の光景は見たくなくて、思わず声が上がった。

　頭だけは死守しなければと思っていたのに、絡んだ男の腕がそうさせてくれなかった。せめて受け身をと思ったのに、それもまた男に邪魔された。

「――どうして」

　呆然として恵美はつぶやいた。

　父の期待を裏切ったまま、まだ何も成し遂げていないのに。

　大会でいい成績をおさめたら、父は喜んでくれた。それが嬉しくて練習に励み、どんどん強くなった。

　けれど、事故に遭った恵美に父はどう接したらいいかわからなくなったようだった。

　空手をやめてしまったら、父と娘の間に共通の話題もなくて。

　間に立った母はなんとか取り持ってくれようとしたものの、大学入試に合格したその日でさえ、「そうか」の一言で終わってしまった。

　だからこそ、父に納得してもらえる成果を、今度は別の形で見せたかった。

　そうしたら、事故から一年以上たってもぎくしゃくしている家の空気がもう少しだけ明るくなるのではないかとそんなわずかな期待を繋いで。

　どうして、どうして、どうして――。

　夢を絶たれるのは、一度で充分ではないか。

「冗談じゃないわよっ！」

　立ち上がった絵美は、ルイと名乗った少年につかみかかる。

「怪我で無理やり世界を諦めたのに？　ようやく諦めつけたかと思ったら、今度は事故死ってどういうことなの？」

　ルイの肩をひっつかんで、がくがくと揺さぶりながらなおも叫ぶ。

「なんで？　なんで？　私だけ？」

　事故に遭った後も現役復帰は諦めなかったから、必死にリハビリしたし、その甲斐もあって、目につくような後遺症は残らなかった。

　けれど、それはあくまでも日常生活を送る上でのこと。世界を相手に戦いを挑むレベルの回復にはいたらなかった。

「ごめんなさい……僕が、失敗したから」

　ぼそりとルイが謝るのにもまた怒りを煽られた。目の前が真っ赤に染まり、ルイを揺さぶる手に力がこもる。

「ごめんですむと思ってるの？　私の未来は？　どうしてくれるの？」

　絶望を味わったことなら、過去にもある。

　目の前に広がっていたはずの輝かしい未来が奪われたあの日。

『命があっただけよかった』

『動けなくなったわけじゃないんだから』

　慰めようとしているのはわかっていても、周囲の声にどれだけ胸の痛みを覚えたことか。

　たしかに命があっただけよかったのかもしれない。

　ただ、夢を諦めなければならなかっただけ。

　他の人から見ていたらそれだけのことでしかないけれど、それを受け入れるまでどれだけ時間がかかったことか。

　ようやく前を向けたのは、事件から一年が過ぎた後のことだった。

　学校の先生になって、誰かの手助けをするのもいい。

　もっと最前線で、選手達に向き合うのもいい。

　先生になるのなら、教職を取る必要がある。

　故障の多いスポーツ選手と向き合うのなら、身体のメンテナンスを学ぶのは大切だ。

　専門家の手を借りられたとしても、食事にだって気を配らないといけない。そのための知識を身に付けよう。

　ストレスだって大敵だ。それなら、それを解消するためには――？

　思いついたことはすぐに試してみたし、家族や友達に感想を求めたこともあった。そうやって、あがきながらも前に進もうとしていたのに。

「今までやってきたこと、全部無駄……じゃない……」

　揺さぶっていたルイを放り投げて、恵美は床にぺたりと座り込んだ。死んでしまったら、その先に知識を持っていくことなどできないのに。

「ごめんなさい……本当に……」

　ルイの説明によれば、ルイは恵美の守護天使なのだそうだ。

　守護天使から神様に昇格する試験を受けることになったのだが、その試験というのがあの状況で恵美を無事に助けることだったらしい。

　試験監督の神様達だって、無意味に人間を殺したいわけではない。ルイの失敗に続いて、恵美を助けるはずだった試験監督の神様もミスをした。千年に一度レベルのミスだったそうだ。

「――ミスで殺されてちゃたまったものじゃないわよ」

　千年に一度ならたしかにレアケースだろうが、まだまだ人生長いと思っていたのに。

「ええとデスね……生き返らせてあげることはできないんですが……他の世界への転生ならなんとか」

　額に手を当てて嘆息したら、すすっと側に寄ってきたルイが、ひそひそとささやく。生き返るのならともかく、他の世界へ転生させてもらっても嬉しくはない。

「断ったらどうなるの？」

「そうですねぇ――次にあなたが日本に生まれ変わるのは、五百年後。当然、今まで積み上げてきた記憶は消去。最初からやり直しになります」

「ええー！」

　生まれ変わる時には記憶全デリートが基本だから、今さら驚くようなことでもないのだろうが、今まで頑張ってきたあれこれが失われてしまうのはやはり嫌だった。

「じゃあ、他の世界に転生したらどうなるの？」

「うう。僕にできることってそんなに多くはないんですが……今の記憶を引き継いで、転生できるくらいかな。あとはうーん」

「あとは？」

　記憶を保持できるのなら、もう一度生まれ変わって新たな人生を歩むのもいいかもしれない。全てを忘れてしまうよりは、きっとまし。思わず恵美も身を乗り出した。

「――そうですねぇ。他に何か希望があれば、できる限りのことはさせていただきます。本当、こういうミスって、めったにないことなのでこちらとしてもできるだけのことは……」

「……希望……希望」

　真正面から、次はどんな風に生まれたいかと問われると、すぐには出てこない。恵美はうろうろと目を泳がせた。

「そ、そうね……健康は外せないわよね……身体能力も高い方がいいな。できるなら、美人がいいし、お金持ちの家に生まれたいし……あ、家族の仲がいいと嬉しい」

　どうせ新しい人生を踏み出さねばならないのなら、スタートラインはできるだけ好条件にしておきたい。

　家族がぎすぎすしているのは嫌だ。高校生の頃、事故に遭った直後のことを思い出して、最後にそう付け足した。

「それと、何か特典つけて。第二の人生ができるだけ安泰なものになるように」

「意外と図々しいですね？」

「あなたがそれを言う？　まあ、特典は別になくてもいいけど」

　健康で身体能力の高い美人でお金持ち。それに良好な家族仲。それ以上を望むのは、たしかに図々しかったかも。

「おまけで目に見えて力も貸してくれる守護天使もつけちゃいますっ！」

「――乗った！」

　お父さん、お母さん、さようなら。

　恵美は新たな世界に生まれ変わります。

　せめて、次の『生』では必ず『何か』を成し遂げよう。その想いだけは忘れたくない。

　こうして、恵美とルイの間には契約が成立したのだった。
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「まさか、特典がルイだとは思わなかったけどね……」

「僕で何かご不満でも？」

「いいえ、別に」

　今の恵美の名前はエミーリア・ウィンボーン。グランディール王国の貴族、ウィンボーン子爵家のご令嬢だ。

　グランディール王国の文化水準は、日本よりは少し――いや、だいぶ後れている。数百年レベルで後れている。

　移動は馬車か馬。電気はないから、夜になったらランプや蝋燭が主な光源だ。

　便利な家電は存在しないから、広い屋敷を整えるために多数の使用人が雇われている。

　エアコンもないしテレビもない。当然スマートフォンやパソコンなんてものもない。音楽プレイヤーもないから、音楽が聴きたい時には常に生演奏だ。

　そんな世界でもさほど不自由を感じないですんでいるのは、ウィンボーン子爵家が裕福だから。前世特典恐るべし。

　ルイは前世のエミーリアである恵美が出した条件を、ことごとくのんだ。

　恵美はそんな目立つような美人ではなかったが、エミーリアは美人だ。それはもうかなりの美人だ。

　卵形の形のよい顔の中に、目と鼻と口が絶妙のバランスで配置されている。長い睫に縁取られた大きな青い瞳。すっと通った形のよい鼻。少々小さめだが、ぽってりとした唇は常に濡れたように輝いて、いちいち化粧を施さなくてもいいくらいだ。

　天使の輪が見えるほどキューティクルが見事な髪は、コテで巻けば崩れることのない華やかなウェーブを作ってくれるし、ストレートにしておけば、艶はそのままに素直に流れ落ちる。

　背は高め。手足は長く、よく鍛えられている。

　鍛えている上に胸が大きいため、華奢な女性イコール美人というこの国ではやや太めに分類される体型だ。

　周囲からすれば、それは外見上の欠点なのだが、エミーリア本人は、健康的だと自分の外見はとても気に入っている。

　そして特典というのが――神様への昇格を控えていた守護天使のルイだ。

「……いいじゃん、僕がいたら楽しいでしょ」

「楽しいっていう言い方もどうかと思うんだけど」

　日頃、ルイはエミーリアの飼っているペットのオウムとして側にいる。

　何かあればできる限りの救いの手を差し伸べてくれると聞いているが、今のところ彼の力を借りたことはない。

「それで、エミーリアはこれからどうするのさ？」

「それはちょっと考えてるのよね。政略結婚しなくてすんだのはありがたいんだけど」

　この国には貴族制度が存在しているが、まさか、そういう世界に飛ばされるとは思っていなかったから、「政略結婚はしたくない」という条件をつけるのを忘れていた。

「これから何をしたらいいのかちょっと迷っちゃって」

　相沢恵美が死んだのは十八の時。エミーリアは今年十八歳。

　二回分の人生を足したところで精神年齢が三十六歳になるわけではないが、この世界の常識に人生二回分の経験値を足せば、破談になれば父が嘆くだろうという結論にいたるには充分だ。

　この国の貴族がどうあるべきか理解しているから、エミーリアの方から積極的に破談に向けて動くことはなかったし、婚約者との仲を深める努力はしてきたつもりだ。

「……家を繁栄させるっていうんじゃだめなの？」

「ウィンボーン家は充分繁栄してるでしょう」

　事業を興した祖父と祖父の後を継いで発展させてきた父のおかげで、エミーリアの家はとても裕福だ。

　爵位こそ子爵であるものの、その割に大きな影響力を持っている。これ以上繁栄する必要はない。

「それなら、これからどうするのさ」

「そうねぇ……とりあえず、女官でも目指そうかな」

「女官？」

　グランディール王国の王宮で働く女性は、大まかにいって『侍女』と『女官』に分類される。

　侍女は、王妃や王女達、身分の高い女性の側に控え、身の回りの簡単な世話をしたり、話し相手をしたり。女官と主との間に立って連絡係となるのも彼女達だ。

　結婚前の行儀見習いも兼ねていて、有力貴族の口添えがあればよほどのことがない場合採用される。

　この場合、行儀見習いのために王宮に上がるのだから、当然無給だ。

　必要最低限の品は王宮から支給されるものの、それ以外は実家が面倒をみなければならない。必然的に実家が裕福であるか、金銭面で援助してくれる人がいることも条件となる。

　一定の期間働いた後に嫁いでいくのが普通で、若い人が多い。

　結婚もせずに二十歳を過ぎてお勤めを続けていれば、行き遅れ呼ばわりは免れない。

　そんなわけで、主が請うて側に残す場合には、責任を持って結婚させ、夫婦でお勤めするのが原則だ。

　そしてエミーリアの言う『女官』とは、侍女と違って、役人として出仕し、主に女性王族に関わる仕事をしている。

　具体的にあげれば、侍女達に支給する備品の管理だの、王宮内の清掃の手配だの、王族への面会を求める者達とのスケジュールの調整も女官の仕事だ。女性の賓客がいれば、侍女としての役割を果たすこともある。

　必要とあらば、外交に同行することもあるほど、仕事内容は多岐にわたる。

　ある程度実務能力がないと勤めを果たすのが難しいために、身元が保証されているだけでは採用されない。

　貴族でなくとも採用されるが、厳しい試験に合格することが必要となる上に、ある程度の期間は働くことが求められている。最低十年の間はお勤めするのが推奨されていて、共働きしている者も多い。

　この国では、二十歳までに婚約が成立していない貴族女子は行き遅れ扱いだが、女官は少ない例外だ。

「女官のトップなら、努力次第で目指せるでしょ。王宮を裏から牛耳るのってちょっと楽しそうだし。影の黒幕って言うか……裏ボス？」

　女官長まで上り詰めれば、裏から王宮を牛耳る立場についたということであり、女性のキャリアとしては最高峰といえる。

「そんな理由？」

　ルイがあきれた声を上げる。エミーリアは肩を揺すって笑った。

　前の生では何も成し遂げないまま死んでしまったから、今回の生では自分が納得できるだけの何かを成し遂げたい。ルイにはわかってもらえないかもしれないけれど。

「そろそろ女官任官試験の申し込みが始まるはずだから、ちょっと真面目に考えてみようかしらねぇ」

　せっかく自由の身になったのだ。自分の未来をあれこれ考えるのも悪くない。エミーリアはベルを鳴らすと、メイドにうきうきとお茶を頼んだのだった。






　その日の夕食は、父と二人だけだった。母は、友人達との食事会があるとのことで留守にしている。

「かわいそうなエミーリア」

　小エビと季節の野菜を使ったオードブル、スープ、子羊のローストと続く夕食は、ふだんならぺろりと食べてしまうところなのだがなかなか進まない。

「こんな形で一方的に婚約を破棄されるなんて」

「お父様、別に私……泣いてるわけじゃ」

　目の前にいる父があまりにも嘆くものだから、エミーリアの手も止まりがちだ。

　手をつけないまま下げられた子羊のローストが気になる。あとでこっそり温め直してもらおう。

「無理はしなくていいんだよ、エミーリア」

「……そうじゃなくて」

　理想の娘でいたかったから、父の決めた縁談に反対はしなかった。

　婚約者のタイプであろうおとなしい女性を演じ続けるのも限界だから、破棄されたのは逆にありがたかったのだが、ここまで嘆かれてしまうと対応に困る。

「本当に、私は傷ついてないし……」

「無理に笑わなくてもいいんだ」

　どうやら父の目には、エミーリアは悲嘆にくれているように見えるらしい。

　とりあえずこの場を乗りきろうと、エミーリアは目の前に置かれている水のグラスを手元に引き寄せて、意味もなくくるくる回してみた。

「だが、破談になったものはしかたない。すぐに、新しい縁談を見つけてこよう。そうだね、ラミルダ伯爵家の次男とかどうだろう。たしか婿入り先を探していたはずだ」

「お父様、待って――私、そんな、まだ、考えられないわ」

「ああ、この際だから婿じゃなくてもいいな。元々嫁に出る予定だったし、家はお前の従兄弟に継がせたらいいんだから」

「お父様――お願い。本当に、今はそんなこと考えられないの……だって、婚約破棄されたばかりなのよ？」

　考えられないわけではなくて、考える気がないだけだが、父にそう言えるはずもない。

　せっかく婚約破棄になったのに、今すぐ次の縁談を持ちかけられても困る。

「そんな無理はしなくてもいいんだよ。彼からもらったポエムは常に大事にしていたじゃないか」

「別に大事にしていたわけじゃ……」

　エミーリアは遠い目になった。

　婚約破棄された今、婚約者であったアディルに対するエミーリアの評価は「誉めていいのはルックスだけの男」だが、それは彼の責任ではない。

　この国の男性の基準から言えば、婚約者にポエムを捧げる男性というのは、婚約者を大切にする素晴らしい男性なのである。エミーリア個人の好みとして、女性にポエムを捧げるひ弱な貴公子は趣味に合わなかっただけ。

　趣味に合わなくても、婚約者とうまくやっていくために、エミーリアは贈られたポエムをけなしたことなど一度もなかった。

『アディル、とっても嬉しいわ！　あなたの詩才は素晴らしいわ！』

　と称賛した後、にっこりと微笑んで受け取るくらいのことはした。

　もらったポエムを読み返したことは一度もなかったけれど、「俺の贈ったポエムはどうなった？」と聞かれた時に備え、革張りの立派なノートにもらった日付を書きこみ、貼り付けて本棚に並べることもした。

　この国では、恋人から贈られたポエムを回覧するのは、自分がどれだけ愛されているかということを見せびらかす女性同士のマウンティング行為の一つだったりする。気は進まないながらも、一応それにも参加してきた。

　エミーリアからも、折に触れては自分の手でアディルの名を刺繍したハンカチを贈り、彼の誕生日には彼の好みに合いそうな宝石を贈った。

　面白いと評判の芝居があれば真っ先にアディルを誘ったし、彼の両親との茶会にだって夕食会にだって、都合をつけて参加した。

　熱烈な恋愛感情を彼に向けたことはなかったけれど、「仲良くしていきましょう」という意思表示は忘れなかったつもりだ。政略結婚の相手としては、理想的な交際を続けてきた自負はある。

　こちらから、婚約者をほったらかしてフルールと交際を始めたアディルを責めて婚約破棄に持ち込まなかったのは、婚約を決めた父を落ち込ませたくなかったというだけではなく、たぶん最低限の情みたいなものも感じていたからだろう。

（上手に婚約破棄できなかったら、諦めて結婚してもいいかなと思うくらいには嫌いじゃなかったわけだし）

　過去も現在もアディルに対して恋愛感情を持ったことは一度もなかったのは否定しないけれど、あんなありえないやりかたで婚約を破棄していい程度の浅い付き合いでもなかったはずだ。

「新たな縁談を捜すのは、婚約破棄されたばかりだからだよ。破談の原因がお前のせいだと言われたらどうなるんだ」

　言われてエミーリアは言葉につまった。

　このまま結婚が決まらなかったら、エミーリアに非があったと思われかねない。父はそれを心配している。エミーリア個人はそれでもいいが、貴族としては大問題だ。

（せっかく、自由になれたと思ったのに……）

　アディルとの婚約が破談になったら、しばらくは余裕がもらえると思っていた。まさか、破談になった当日に次の縁談について話をされるとは思ってもいなかった。

「私に全てを任せておきなさい。彼以上に素敵な相手を見つけるからね」

「いえいえ本当にお気遣いなくっ」

　これ以上父を刺激したらまずい。

　エミーリアはそそくさと逃げ出したその足で厨房に直行し、先ほど下げられた食事を温め直すよう、料理人に依頼した。






　婚約破棄されて二週間。

　とても傷ついたエミーリアの心は、まだ回復していないということになっているため、屋敷内の敷地を散歩する時と家族との食事をのぞいては部屋から出ることさえほとんどなかった。

　世間に向けては、『絶賛傷心中』で屋敷に引きこもっていることになっている。

　絶賛傷心中と言いつつも、実のところエミーリアはとてもとてもくつろいでいた。

「お菓子食べ過ぎじゃない？」

　ソファにごろごろと寝転がって、クッキーをつまみながら恋愛小説を眺めているエミーリアに向かって、ルイはあきれたような声を上げた。

「だって他にすることないんだもん。絶賛傷心中だから、外に遊びに行くわけにもいかないし。うかつに出かけたら、釣書の山が降ってくるでしょ」

　自分が決めたアディルとの婚約があんな形で破棄されてしまったので、父はちょっと反省したらしい――が、その反省の方向性がエミーリアの望むものとは真逆だった。

「好きな相手を選べばいい」と部屋には毎日のように見合い相手の絵姿と情報が書かれた釣書が届けられている。資産家の娘であるエミーリアと結婚したい男性というのもそれなりにいるのだ。

「引きこもってるのもうんざりしてきたかも。ちょっと身体を動かそうかな」

　読みかけの本を乱暴に放り出して、エミーリアはため息をついた。

　エミーリアの家は広大な敷地を持ち、敷地の端から端まで歩くのに三十分近くかかる。そんな広大な敷地の端にエミーリアの『運動場』があった。

　周囲はぐるりと高い塀に囲まれて、一か所だけある出入り口からしか出入りはできないし、外から中をのぞくこともできない。しかもその鍵を持ち歩くのはエミーリアだけ。

　動きやすい服装に着替えて、真っ先にその運動場を目指す。

「大丈夫なの？」

「何が？　うりゃあ！」

　運動場にエミーリアが置いているのは、ちょうど人間サイズの人形だ。木の杭に挿し込まれたそれに、拳をたたき込むのがエミーリアの言う運動だ。

「いや、いつまで絶賛傷心中なのかなって」

「そうねぇ……おりゃあ！」

　前世であんなに頑張ったのに、残念ながらこちらの世界には空手は存在しなかった。

　とはいえ、格闘術は何種類か存在していて、その使い手を屋敷に招いて教えを受けたこともある。

　父と母は嫌な顔をしていたが、「自分の身を守るのは淑女のたしなみ」で押しきった。

　たしなみを通り越して、いろいろな人達から教わった技を取り入れていった結果、今では「殺れ」と言われたら殺れそうな腕には達しているのだが。

「アディルの馬鹿ぁぁぁ！」

　今度は人形の顔面めがけて蹴りをたたき込む。今日までの間、何度も蹴りをたたき込まれていた人形の頭がもげて飛んだ。

　以前からこういう人形を使っていたが、この人形に『アディル』の名がつけられたのは婚約破棄されたその当日のことである。

　あの場でなじらなかったとはいえ、両親を悲しませた彼を許しているわけではない。

「うわぁ」

　注意深く距離を保っていたルイが声を上げる。たぶん、自分の頭にあの蹴りがたたき込まれることを想像したのだろう。

（……そうね、あの日、思いきり蹴り飛ばしておけばよかった）

　ルイの失敗で命を落としてしまったあの日に――なんて、エミーリアが考えていることに気づくはずもなく、ルイはぱたぱた飛んでいって、足の爪に飛んでいった頭を引っかけて戻ってくる。

「この人形も、そろそろ取り替えた方がいいねぇ……」

「そうねぇ……相手をしてくれる人がいないからしかたないんだけど」

　さすがに格闘技の達人を屋敷に長逗留させておくわけにもいかず、エミーリアの相手はもっぱら木にくくりつけた人形だ。

「あなたが相手をできるくらい大きければよかったのに」

「――それができれば苦労しないよ」

　ルイはふぅっとため息をついた。

　エミーリアのお供としてこの世界に来たルイではあるが、基本的には、ペットのオウムという扱いだ。

　一応、最初に会った時のように人間の形になることもできなくはないが、こちらの世界では当分使い物にならないぐらい疲れてしまうらしい。守護天使としての能力が、制限されているそうだ。

「そろそろお父様とも話をしないといけないのよね」

　縁談を探すのではなく、女官試験を受けたいという話はまだできていない。本気で受験するのなら、一度話をしなければ。

　人形の頭を爪でかきながら、ルイが首をかしげた。

「今年の女官試験ってどうなるんだろうね――ほら、『妃教育』が始まるって噂じゃん」

「……忘れてた！」

　この国の王族は三人まで妃を迎えられるのだが、王太子の結婚相手を決める時には、候補者の令嬢達を王宮に集め、妃教育を兼ねた選考会が開かれることになっている。

　王太子であるジャレッドの妃を決めるための妃教育がそろそろ始まるという噂は、エミーリアも聞いていた。

　となると、そちらに労力を割かれてしまって、今年の女官試験は時期がずれるかもしれない。

（あとで、確認しておかなくちゃ）

　それから後も、アディル人形相手に鬱憤を晴らし、部屋に戻ったエミーリアを父の従僕が呼びに来たのは夕方になってからだった。

「お嬢様、旦那様が書斎に来るようにとおっしゃっています」

「はーい」

　といい返事をした時には、午後の間ずっと人形相手に殴るわ蹴るわの攻撃を加えていた名残はどこにもない。

　ちゃんとシャワーもすませたし、髪も乾かした。真新しいドレスに身を包んで「ちょっと散歩してきただけですわ」という体を装っている。

　鏡を見て、服装や髪が乱れていないことを確認してから父のいる書斎へと向かう。ちらりとエミーリアの様子を見た父は、満足そうにうなずいた。

　置かれているソファセットに向かい合って座ると、父は単刀直入に切り出してくる。

「ジャレッド殿下の『妃教育』が始まる」という噂は聞いているかね？」

「噂は聞いているけれど、確実なことは何も」

「……そうか。お前、妃教育に参加してこないかね？」

　そう来たか！

　次から次へと持ち込まれてくる縁談に、エミーリアがいっこうに興味を示さないものだから、とうとう強硬手段を持ち出してきたようだ。

　王太子妃選びのための妃教育と銘打ってはいるが、実際のところは国内最大最強の花嫁修業の場だ。

　王太子妃に選ばれなかったとしても、「あの妃教育を受けてきた」というだけで花嫁として優良物件化する。

　期間中に何度か貴族の子弟と顔を合わせる機会もあるため、「ここで顔を売ってこい。できれば自力で相手を見つけてこい」という圧力なのだろうとエミーリアは解釈した。

「……それは、嫌」

　表情を隠したまま、エミーリアは言う。そんなエミーリアに向かって、父はさらに言葉を重ねた。

「そんなわがままを言わずに……結婚は女性の幸せだよ」

「妃教育に参加しないとダメ？」

　一生懸命目をうるうるさせて父親を見上げる。そんなエミーリアに向かって父はにっこりとしてみせた。

「すぐに返事はできないというのなら、一週間後に開かれる王宮の舞踏会に行ってきなさい。招待状が届けられていただろう」

　王宮の舞踏会だなんて、そんな大勢の人に会うのは面倒だ。婚約破棄のことだって、面白おかしく噂されるだろうし、エミーリアにとっていいことなんて何一つない。

　口角を下げて不満顔になったエミーリアに向かって、父はさらにたたみかけてきた。

「クリスティナ嬢に付き添いを頼まれたんだよ。しばらく会っていないだろう」

　どうやら、こっちが本命ということらしい。

　妃教育に行くのを断ったから、次の頼みは断れないと父は思っているのだろう。そして、それは必ずしも間違いではなかった。

「クリスティナなら、王宮の舞踏会なんてしょっちゅう行ってるでしょうに。どうして今さら付き添いがいるの？」

　従姉妹の名前を聞いたら、不満顔もどこかに行ってしまった。

　クリスティナはエミーリアの従姉妹――母の妹の娘――だ。叔母は、望まれて建国以来の名家であるメルヴィル伯爵家に嫁いでいった。

　母と叔母の仲はよく、しばしば行き来しているし、クリスティナとエミーリアの仲も悪くはない。

「妃教育に行きたくないとだだをこねているらしくてね。お前が一緒なら、心強いからと頼まれたんだよ」

「そうねぇ……言われてみたら、三か月ぐらいぐらい会ってなかったかも」

　母と叔母ほどしばしば行き来しているわけではないが、三か月も顔を合わせないのは珍しい。久しぶりに従姉妹に会うのも悪くないかもしれない。

「王宮の舞踏会に同行したらいいのね？」

「頼めるかね」

「お父様、私……まだ立ち直ってないの……王宮に行くのは気が進まないけれど……クリスティナの頼みなら聞くことにするわ」

　しつこく傷心中だと言い残してから、エミーリアは書斎を退室した。ぱたぱたと飛んできたルイが肩にとまる。

「本当に行くの？」

「お父様に言われたら、行かないわけにはいかないでしょ……新しいドレス、出しておかないと」

　前世では他のことに夢中だったから、あまりお洒落に気を配る機会もなかったが、今世では違う。

　美人だし、スタイルもいいし、資産家に生まれた特権は、好きなだけ好きなドレスを仕立てられることだ。そしてその特権を思う存分利用しているので、エミーリアのクローゼットは充実している。

「クリスティナの助けに君がなれたらいいけどね」

「そうね」

　あくまでも普通のオウムとしてだが、ルイはクリスティナと顔を合わせたことがある。彼も、クリスティナのことは気になっているようだ。

（そんなことよりふられて傷心中なのに……！　あんまり艶々してたらまずいじゃない！）

　前世の経験からして、傷心中ならこんなに元気そうには見えない。

　今世では今のところそんな機会に恵まれていないが、前世ではそれなりに片想いの経験も、失恋の経験もある。ふられた直後は、泣き続けたこともあった。

　今回は、アディルの馬鹿な婚約破棄のやり方に腹を立てているので、泣く気にはなれないけれど。

（あー、そう言えば死んだ時、ちょうどいい感じの人がいたのよね……）

　思い出したら、なんかむかむかしてきた。

「ねえ、ルイ？」

　肩に目をやり、にっこりとしながら問いかける。

「あなた、もちろん当日は付いてきてくれるわよね」

「どこまで？」

「王宮のテラスまで！」

　さすがにペットの鳥を連れて王宮の舞踏会に参加するほど馬鹿ではない。ルイがいたところで、たいした助けにならないのもわかっている。

（でも、ルイ一人に惰眠を貪らせるのは腹が立つし！）

　完璧に八つ当たりだが、ここは我慢してもらおう。

















第二章　女官試験は諦められない！












　今日は、父に出席を強要された舞踏会の日である。

　朝から浴槽に香油を垂らして長風呂をし、それはもう丁寧に全身磨き上げた。肌の手入れ用の化粧水もオイルも、最高級の品である。

「そんなに張り切ってどうしたのさ？　絶賛傷心中なんじゃなかったっけ？」

　鏡台の鏡の前に着地したルイが、鏡越しにまじまじとエミーリアを見上げてくる。

「絶賛傷心中にしておきたかったんだけど……どう見ても傷心中には見えないでしょ。それに、嫌でも行かなきゃいけないんだから、せめて気分は上げておかないと」

　アディルも来るから、あまり艶々していたらまずいのではないかと思ったのは一瞬だけだった。

　一日三食しっかり食べ、貴族令嬢のたしなみである家庭教師との日課もこなし、自由時間には適切な運動――十キロの走りこみ、筋肉トレーニング、運動場に立てた人形にキックとパンチを叩き込むこと三百回――も欠かさない。

　おかげで夜はぐっすり眠れるというわけで、鏡の中にいるエミーリアはとっても艶々、それはもう艶々としていて、絶賛傷心中と言い張るには無理があり過ぎた。

「あー……絶讃傷心中には見えないねぇ」

「でしょ。どうせ行くなら、会場で一番美人に見えるくらいに気合い入れようかなって」

　まじまじとエミーリアを見ているルイに向かって、鏡越しに微笑みかける。今日はメイクののりも大変よろしい。ご機嫌だ。

「今会場で一番美人とかってさらっと言わなかった？」

「転生特典で美人にしてもらったんだから、そのぐらい言ってもいいでしょう」

　鏡を見れば、見返してくるのは前世とはまったく違う顔。きらきらとした青い目に、口角の上がった唇。

　前世の記憶が戻ったばかりの頃は、しょっちゅう違和感に見舞われていたけれど、今ではすっかり馴染んだ顔だ。

　今日のドレスは、目の色を最高に引き立ててくれる青に決めている。

　スカートに施されているのは、白い糸を使い、贅沢に真珠とクリスタルガラスをちりばめて、キラキラと輝かせた刺繍だ。

（できれば、今夜の舞踏会ではアディルと会いませんように）

　彼に対する未練というものはまったくないが、顔を合わせたらきっといたたまれない気持ちになるだろう。

　両親と一緒に馬車に乗り込んで王宮に向かう間も、エミーリアは無口だった。

（問題はクリスティナなのよねぇ。王宮での舞踏会くらい、何度も出ているのにどうして急に心細くなったんだろ）

　クリスティナは、名門伯爵家の娘ということもあって、エミーリアが呼ばれないような舞踏会にもしばしば招待されている。

　どちらかというと虚弱な体質でしばしば熱を出して寝込んでいるし、社交が得意なタイプではないのも事実だったが、今さら舞踏会に行くのが怖いというのはなんだか妙だ。

　考え込んでいるエミーリアを、落ち込んでいるのだと思ったらしい両親がああでもないこうでもないと励まそうとしてくる。

「……面白おかしい噂話に耳を貸してはだめよ」

「お母様、大丈夫だってば。婚約破棄されたって言っても、私は気にしてないんだから」

　そう言って、母ににっこりとしてみせるけれど、母は納得いっていない表情だ。

（面白おかしく噂されるくらい、どうってことないんだけど）

　人の噂話と言えば、前世の方がひどかったと思う。こちらの世界と違って、ネットがあったから、情報の拡散はすさまじいものがあった。

　うっかり自分の名前で検索してしまって、自分の悪口を見つけた時はへこんだけれど、こちらの世界ではそんなこともない。

（あのまま、あっちで暮らしていたら、今頃どんな人生を送っていたのかな）

　久しぶりに日本のことを思い出したら、ちょっぴり胸が痛くなった。まだ、前世のことを忘れたわけではない。

　だが、今の人生はここにある。まずは目の前にある問題を片付けないと。

　一家が王宮についた時には、気の早い人達は広間に集まっていた。招待状の名を確認され、奥の広間へと通される。

「――今日は、ずいぶん大人数が集まっているのね」

　先日、父親から『妃教育』が行われることになったと聞かされた。たぶん、王太子に取り入ろうという貴族が娘を連れて参加しているのだろう。

（……皆、派手なドレスを着ているし）

　あくまでも上品さは残しつつではあるが、若い令嬢達が身に着けているのは、大きく胸元の開いたドレスに、きらびやかな宝石。シャンデリアの光を反射して、キラキラと輝いている。

「……クリスティナはどこかしら？」

　こんな場に出るのに、エミーリアの同席を求めるなんて今までなかったから心配だ。伯爵家の娘ならば、いつだって堂々としていなければならないのに。

（おかしいな。早めに来るって言ってたのに……どこにいるんだろう）

　メルヴィル伯爵家は、建国から数百年にわたってグランディール王国を支えてきた。その伯爵家の娘であるクリスティナは、生まれた頃から王太子の妃候補であり、そんな事情で『妃教育』を受けることも規定事項だった。

　なおもエミーリアは視線を巡らせる。従姉妹の顔を忘れるはずなんてないのに、どこにも見当たらない。

（叔母様に確認した方がいいかも……）

　そう思って、彼女の母親に聞いてみようと向きを変えた時だった。

「エミーリア！　ここよ、ここ」

「……クリスティナ？」

　会場隅に用意されているソファに腰かけた従姉妹の姿を認めたとたん、エミーリアは裏返った声を上げて目を丸くした。

（ず、ずいぶん丸く……いえ、ぽっちゃり――？）

　クリスティナは、抱きしめたら折れそうなほどに細い腰をした華奢な体格の少女――だったはずだ。最後に会った時はそうだった。

　それが今や、横幅が倍になったとは言い過ぎにしても、以前より横方面だけが明らかに成長している。最後に会ってから三か月。その三か月の間にいったい何があった。

「よかったわ！　あなたに会えなかったらどうしようと思っていたの。私のこと、ずいぶん変わったと思っているのでしょう？」

　じわりとクリスティナの目に涙が浮かぶ。

「……そ、そうね。変わった……かも」

　見かけても従姉妹と気づかないほどに変化していたのは事実だから、そこは素直に認めるしかなかった。エミーリアを上から下までじっと眺めて、クリスティナはため息をついた。

「あなたは、本当に変わらないのね」

「……変わらないわけではないわよ。それより、私を呼ぶなんてどうしたの？」

　せっせとおいしいものを食べても太らないのは、その分動き回って消費しているからだ。

　だが、自分の運動量がこの国の貴族としては常識外れなのもわかっているから、そっと話題をそらした。

「あなたがいてくれたらと思って。ごめんなさい、あなたも大変なのはわかっていたけれど、どうしても今日の舞踏会はお父様もお母様も行かないとだめって言うから」

　今日の舞踏会は、王太子も弟王子達も出席することが決まっている。ならば、欠席なんて許されない。

「エミーリアは、妃教育に参加しないの？」

「お父様は参加させたがっているけれど。妃教育受けても、子爵家の娘じゃ先が知れてるでしょ？　それよりは女官試験を受けたいなって考えているの」

　妃教育に参加したならば、王太子妃の妻の座に潜り込もうとするか、そうでなければ他の有力貴族の目にとまることを期待している少女達のど真ん中に放り込まれる。

　万が一、本当に万が一、三人まで許される妃の末席に滑り込んだとしても、そのあとは王族内で権力を握るための戦いを強要されるのは必然。そこまでして王族に嫁ぐことに魅力は感じられなかった。

「あなたは参加しないって選択肢があっていいわね。私は……そういうわけにはいかないから」

「生まれた時からの妃候補だものね」

　同じ貴族、従姉妹同士といっても、新興貴族の家に生まれたエミーリアと建国以来の忠臣の家に生まれたクリスティナとの立場には大きな違いがある。

「半年前から、話は聞いていたの。だけど……いざ始まる時期が近づいてきたら、どんどん怖くなってしまって」

　父のところに正式に話が届いたのはつい最近だが、生まれた時からの候補者達の家にはもっと早い時期に「準備を始めるように」と連絡があったのだろう。

　もっとも、父はずっと前から「今年開かれる」という噂は聞いていたらしい。

　その頃は、アディルと婚約が整っていたということもあって、正式に通達があるまでは自分の胸におさめていたようだ。

「王太子殿下のこと、嫌いなの？」

　嫌いという表現はどうなのだろうと思いながら、エミーリアはたずねてみた。その言葉には、クリスティナは首をぶんぶんと勢いよくふる。

「素敵な方だと思うけど……妃教育を受けないと、と思ったら、どれだけ食べてもお腹がいっぱいにならないの」

「……ストレスだわね」

「ストレス？」

「ええ。精神的な重圧がかかると、食欲がとまらなくなるなんて話はよく聞くもの。甘いものばかり欲しくなったりとか」

「それでこの有様なんだもの。あなたも参加するって聞かなかったら、ここに来る勇気もなかったわ」

　悲しそうな目をして、クリスティナは自分の姿を見下ろした。

「気にしないで。従姉妹じゃないの」

　話を聞いた時には面倒だとも思ったが、事情がわかれば同情したくもなる。

　家は貴族とはいえ下級だし、前世の知識がある分貴族社会のしがらみからは割と自由なエミーリアと違って、クリスティナは家に縛られている。

「王太子殿下がいらしたわ」

　クリスティナの視線を追えば、背の高い青年が入ってくるところだった。

　この国の王太子であるジャレッドだ。短めの黒い髪をきっちりと整え、髪と同じ色の瞳が会場内を見回している。

　たしか、今年で二十四歳だっただろうか。あまり王族に興味がないので、正確な年齢までは覚えていない。

（そうね、たしかに見目麗しいと言えば見目麗しいんだろうけど、好みじゃないわね）

　ジャレッドが登場したとたん、彼の周囲に華やかな令嬢の輪ができあがった。

「――あの人達の中に、入っていけると思う？」

「ハーバートン侯爵家のグウェンダリン嬢、ディーン伯爵家のシンシア嬢――それに、イルウォート伯爵家のメイリー嬢……ええと、あとはドート子爵家のイルミナ嬢……ってとこね」

　不安そうなクリスティナのささやきに、令嬢達の中でも、目立つ女性の名をエミーリアはあげていく。間違いなく、彼女達は全員妃教育に参加する。

　もし、ジャレッドが三人選んだならば、グウェンダリンが第一妃の座を獲得。第二位、第三位をメイリーとシンシアが分け合うであろうというのが世間の評価だ。

　あの輪の中に入るのは、クリスティナには難しそうだ。

「……あなたも行く？」

「お話をできるならしたいけれど……」

　一応聞いてみたら、クリスティナは視線を落とした。今の状態では気が引けるということか。

　ジャレッドの周囲を取り囲んでいるのは、いずれも自分の美貌だったり家柄だったりが自慢の令嬢達だ。あの王太子を取り囲む輪に今のクリスティナが入っていくのは難しい。

「ちょっと待っててくれる？」

　話をする時間くらいは作ってやろうか。エミーリアはいったんクリスティナをその場に残してテラスに出た。

「ルイ！」

　王宮までは馬車の屋根に乗って来たルイが、呼ばれてばたばたと飛んでくる。

「従姉妹のクリスティナと王太子殿下が二人きりになれる機会を作りたいんだけど、どうにかならない？」

「どうにかって」

　テラスから中をのぞき込んだルイは、華やかなドレスのど真ん中にいる黒い頭に目をやった。

「着替えのために一回退室してもらうくらいしか、思いつかないよ」

「できる？」

「僕を誰だと思っているの？　君の守護天使だよ。ワインぶっかけるのと水ぶっかけるのどっちがいい？」

「水でお願いしたいわね。ワインじゃ染みになるもの」

「おっけぇ！　じゃあ、クリスティナは廊下に誘導しておいて」

　開いている窓からルイが会場にするりと入り込むのを横目で確認し、エミーリアはクリスティナの隣に再び腰を下ろした。そっとハンカチをお尻の隣に移動させる。

「ここにいてもいいことなさそうよね。図書室が開放されているっていうから、そちらに行ってみない？　お茶と軽食がいただけるんですって」

「……そうね」

　エミーリアの言葉に、クリスティナが立ち上がる。廊下にクリスティナを誘導したところで、エミーリアは手を打ち合わせた。

「やだ、私、ハンカチ忘れたみたい。すぐに取ってくるから、ここで待っててくれる？」

　クリスティナと並んで座っていたソファのところに戻り、ハンカチを取り上げる。たぶん、そろそろという頃合いだ。

「きゃあああっ！」

　エミーリアが会場内に視線を巡らせた時、令嬢のうちの一人が悲鳴を上げる。

「なんで、こんなところに――！」

　会場内に姿を見せた大きな鳥に、その場に座り込んでしまったり、呆然と立ち尽くしたり、悲鳴を上げて少しでも距離を空けようとしたりと大騒ぎになった。

　たぶん、彼女達の目には、実物の五倍ぐらい大きく見えているのだろう。

「皆、落ち着いて――ほら、君は外に出るんだ。ここは、君が楽しく過ごせる場所ではないよ」

　落ち着き払った様子のジャレッドは、優しく大きな鳥――ルイを追いやる仕草をする。一声鳴いたルイはじっとジャレッドを見た。

「ふーん、そうか。君は誰かに飼われているみたいだね。それなら、飼い主を捜してやろう――おいで」

　ジャレッドの差し出した腕にばたばたととまる――かと思われたルイは、傍らにあったテーブルへと飛び移った。テーブルの上の果物に嘴を突っ込むわ、グラスをひっくり返すわやりたい放題である。

「この鳥、誰か追い出して！」

「誰の飼っている鳥なの、これは！」

　集まっている令嬢達の悲鳴がますます大きくなった。

　テーブルの上をぴょんぴょんと飛び回っていたルイは、頃合いを見て、そこに用意されていた水差しをひっくり返す。

「――うわっ」

　ルイを捕まえようとしていたジャレッドの上着の裾からトラウザーズにかけてびっしょりだ。そして、エミーリアはそのタイミングを見逃さなかった。

　困った顔になったジャレッドにするすると近づいて、ハンカチを差し出す。

「殿下、これをどうぞ。ハンカチでは足りませんわね。お召し替えをなさったほうがよろしいかと」

「しかし、あのオウム――ああ、出ていったか」

　水差しをひっくり返したルイは、ばたばたと窓から出ていったところだった。任務完了である。

「そうだな。一度着替えてこよう」

「さあさあ、どうぞどうぞ……誰か、この水差し片付けてくださる？」

　肩をすくめたジャレッドの腕を引っ張るようにし、他の令嬢達の声は聞こえないふりをしてエミーリアは彼を扉から外へと押し出した。

「……殿下？」

　クリスティナの驚いたような声が聞こえる。

　素早く扉を閉め、視線を巡らせると窓の外にいるルイがこちらを見ていた。

　こっそり親指を立てると、もう一度扉を開く。残された令嬢達の恨みがましい視線は気にしていないふりで、図書室へと向かった。

　クリスティナもそのうちこちらに来るだろう。

　図書室に軽食やアルコールの入っていない飲み物が用意されているのは本当のことだったから、遠慮なくいただくことにする。

　サーモンとクリームチーズのサンドイッチ最高。ローストチキンのサンドイッチも絶品。カスタードクリームパイもいい感じ。

　図書室に控えている使用人に手を上げて頼めば、温かいお茶でもコーヒーでも好きな飲み物を持ってきてくれる。

　やがて図書室に来たクリスティナは、興奮した面持ちでエミーリアの手を握りしめた。

「殿下とお話ができたわ……！」

「あら、よかったじゃない」

　空いている方の手で、エミーリアはクッキーを取り上げた。サクサクのクッキーも美味だ。ハンカチに包んで、服の内側に忍ばせる。これだけで今夜はここに来たかいがあったというものだ。

「ええ……お部屋の前までご一緒させていただいて」

　クリスティナが王太子殿下について熱く語るのは半分聞き流しておいて、さらに軽食に手をのばす。一口大にカットされたフルーツの載ったケーキは、口内を幸福で満たしてくれる。

「……ねえ、聞いてる？」

　先ほどまであんなにびくびくしていたのとは思えないくらい口調を強めたクリスティナは、エミーリアの手をぱしぱしと叩いた。

「聞いてるわよ。殿下とお話をできたのでしょ？　それで、妃教育受ける決心はついたの？」

「え、ええ……それは、まあ、そうね……」

　急に歯切れが悪くなってしまったのは、やはり自信がないからなのだろう。エミーリアのできることというのもそう多くはないのだが。

「甘いものがとまらなくなるぐらいストレスなら、他に結婚相手を探すという手もあるのでしょう？」

「お父様がお許しにならないと思うわ」

「そうね。叔父様はだめかもね……」

　クリスティナはうなだれ、エミーリアはため息と共に天井を見上げた。

　メルヴィル伯爵家は、建国以来続く名門だ。ここ何年もの間、メルヴィル伯爵家から王家に嫁いだ人はいなかったから、叔父である伯爵はクリスティナに賭けているだろう。

「……貴族って大変ね」

「あなたも、そうでしょ？」

「私は、あなたほどのしがらみはないから」

　ルイが生まれ変わる先にそこまで気を使ってくれたわけではなさそうだけれど、エミーリアは貴族としてはすごく気楽な身分だ。

　高位貴族ほどがちがちに固められた生活ではないのに、庶民と比較すると貴族というだけでいろいろな特権が約束されている。特権が約束されているだけではなくて、その特権をフル活用するための金銭にも不自由してはいない。

　アディルとの婚約に関しては思い通りにならなかった例外だが、エミーリアの方から解消する手段は残されていた。やらなかっただけで。

　そろそろ戻ろうかと視線を巡らせた時だった。

「……あ」

　思わずエミーリアは声を上げた。

　視線の先に元婚約者のアディルと、彼の新しい恋人であるフルールがいる。彼女の生家であるトレヴィラ男爵は叙爵されたばかりなので、男爵家の中でも格下とみなされている。

　そんな彼女のところに今回の舞踏会の招待状が届くはずはないから、アディルのパートナーとして同行してきたのだろう。

　茶の髪を肩に流したフルールは、落ち着かなさそうに図書室内を見回している。

　エミーリアに気がついたアディルは、不安そうに見えるフルールをその場に残してこちらに近づいてきた。

「エミーリア……ええと、その……久しぶりだね。元気そうだ」

「私なら、とても元気よ？」

　三食よく食べ、適度に運動し、夜もぐっすり寝ている。

　傷心中と言い張るのには無理があるのはわかっているから、何ごともなかったように平静を装っているふり――だって、エミーリアは完全に平静だ――をしてみせた。

　自分の感情とは違う表情を見せるのも貴族のたしなみだ。たしか、腹芸とかいった気がする。

「ええと、その君が……とても落ち込んでいると聞いて心配していたんだ」

「心配してもらわなくても、私なら、問題ないわ」

　にっこり。エミーリアは口角を上げた。

　なにせ、今日は会場一美人に見えたらいいなという程度には気合いを入れてきた。正直、未練もいっさいない。

「ああ……なんだ、そうか。そうなんだ」

　なんだか、アディルががっかりしているように見えて、エミーリアは目を瞬かせる。

（……ここで、がっかりされる理由がわからないんだけど！）

　エミーリアをポイしてフルールに乗り換えたのはアディルの方ではないか。

「私のことを呼び捨てにするのはやめていただけますか？　私とあなたの婚約は解消になっているのですもの。ウィンボーン子爵令嬢と、そう呼んでくださらないと」

　新たな婚約者のフルールにもそれでは申し訳がないだろうと、声音ににじませる。さすがのアディルも、それで気づいたようだった。気まずい顔になる。

（正直なところ、フルール……トレヴィラ男爵令嬢には感謝してたりもするんだけど）

　するするとこちらに近づいてくるフルールを見ながら、心の中でつぶやいた。

　なにせ、アディルとの婚約解消が成立したのは、フルールがアディルを奪ってくれたからだ。

　彼女の行動はありがたかったが、本音を白状するわけにはいかないので、フルールにも微笑みを向けておく。

「お元気そうでよかったわ。私達……心配してたの」

　しゃあしゃあとフルールが言う。

（まさか、うちひしがれた私が見たかったわけではないわよねぇ……）

　面倒――という言葉が脳裏を横切った。

　アディルに未練はいっさいないが、フルールに勝ち誇った目を向けられるのはごめんこうむりたい。

　エミーリアは首をかしげて見せた。

　貴族の嗜み、「ナンノコトカワタクシ、サッパリワカリマセンワ」だ。

　エミーリアとフルールの間に、目に見えない火花がばちばちと散る。

「エミーリア、そろそろ会場に戻りましょうよ。私達、ずいぶん長い間ここでおしゃべりしてしまったもの」

　火花を散らす二人の側にいるクリスティナは、毒気に当てられてしまったようで、この場にいたくないという空気を全身から発している。

「あらあら大変！　もう、こんな時間？　クリスティナとおしゃべりするのも久しぶりだものね。時間がたつのって本当に早いわ！　アルヴァス卿、トレヴィラ男爵令嬢、そのうちまたお会いしましょう」

　できれば二度と会いたくないけれど、と心の中で付け足したエミーリアは、クリスティナを盾に図書室から逃走した。今夜は、クリスティナが一緒にいてくれて逆にこちらも助かったかもしれない。

「……大丈夫？」

「大丈夫よ。私はあの人達のことなんて気にしてないもの。それより、クリスティナは広間に戻って大丈夫なの？」

「なんとかなると思うわ。いつまでも図書室を占領しているわけにもいかないでしょうしね」

　クリスティナが広間に戻ってもいいと思うくらいには、元気を取り戻したのならよかった。

　そう思ったのもつかの間、広間の近くまで戻ったところで、二人はまたやっかいな人達につかまってしまった。

「……あら、クリスティナ嬢よ」

「最近ずいぶんぽっちゃ……いえ、ふくよかになられて」

「もともとあの方は庶民的ですもの」

　確実にクリスティナに聞かせるつもりのまったく抑えられない声が、エミーリアのところまで聞こえてくる。彼女達の中心にいるのは、グウェンダリンだった。

　妃教育という名の戦争はまだ始まってもいないというのに、こちらを見るグウェンダリンの目には勝利の色が浮かんでいた。

　豪奢な金髪に、気の強そうな緑色の瞳。エミーリアとよく似たタイプの美少女だが、彼女の方が派手好みだ。彼女のドレスは若干装飾が多すぎるような。

「何もあんな言い方をしなくても」

「……いいのよ。私がずいぶん……その、太ってしまったのは事実だもの」

　エミーリアがささやくと、クリスティナは弱々しく微笑んだ。

（あぁもうこっちはこっちで！）

　いらっとするが、クリスティナを放置するわけにもいかないし、あちらに喧嘩を売るわけにもいかないし。

　しかたなく、聞こえていないふりを装って、エミーリアはクリスティナを半分引きずるようにして前進する。

　こちらにむかってまだひそひそやっている彼女達の方をにらみつけ、ぎくりとしたその隙に、彼女達の脇をすり抜けた。

「付き合わせてしまって、ごめんなさいね。ああいう風に言われるのはわかっていたの。私」

「……だったら」

　と口にしかけてそこでつまってしまった。

（太らなきゃいいのに、とは言えないし……）

　太っているのは、がつがつと食べる証だから見苦しいというのがこの国の風潮だ。

　だから、貴族の令嬢達はこぞってダイエットする。健康をそこねるほど細いのが美女の証という風潮はどうにかならないものか。

　クリスティナだって、この国では「見苦しいほど太っている」が、前世の基準ならば「少々ぽっちゃり気味」ですむ範囲だ。

「エミーリアがついていてくれて、心強かったの。だから、それで充分よ」

「それなら……いいけど」

　廊下の角を曲がり、令嬢達の視線が届かなくなったところでふっと肩から力を抜く。なんだか今日はものすごく疲れた。帰ったらもう一度贅沢にお風呂に入ることにしよう。

　ため息をついたエミーリアに向かって、クリスティナはこわごわと切り出した。

「あ……あのね。もし、よかったら……妃教育、一緒に受けない？　あなたなら、妃教育を受ける資格もあるもの」

「あなたの頼みでも、それはいや」

　クリスティナの願いを、エミーリアは一刀両断に切り捨てた。

　うかつに王宮に入ったら、苦労するのが目に見えているのは、今痛感させられたばかりだ。

　これが侯爵家の令嬢とかだったらまた別なのだろうが、子爵家から王族に嫁ぐというのはこの国ではあまり例がない。

　今現在真剣に王太子と愛し合っているのなら、身分差の壁を蹴り倒すくらいのことはしてもいいが、王太子とはそんな関係ではないし、この先相思相愛になる予定もない。

　――以前、奪われてしまった夢。

　世界一になるという夢は途中で阻まれてしまった。新しい場所で、新しい生を受けたのだから、新しい一番を目指してみたい。

　婚約破棄されて、自由の身になった今はさらに強くそう思う。

　せっかく与えられた二度目の人生、自分の足で、自分の意志で歩いてみたいと思うのだ。

（……クリスティナには、申し訳ないって思わないわけじゃないけど）

　エミーリアと一緒でなければ妃教育に参加できないというのなら、最後まで残るのは難しいだろう。ならば、最初から参加しないという選択肢だってあるのだ。

「だったら……ええと、その」

　クリスティナがもごもごとしている間に、二人は広間の前まで戻っていた。

「クリスティナ嬢……久しぶりね。少しお話ししない？」

　友人らしい令嬢にクリスティナが呼び止められた。

「なんだか、立て続けに毒気に当てられたからテラスで涼んでくるわ。話が終わったら、さっきのソファのところで待ってて」

　せっかく友人と会ったのだからとクリスティナと別れ、エミーリアはもう一度テラスへと出た。

「ルイ、まだいる？」

「いるー。僕、お腹空いちゃったよ」

「そう思ったから、クッキーもらってきた」

　図書室に軽食を取りに行った時、くすねてきたクッキーをルイに差し出す。エミーリアの肩に止まったルイは、そのクッキーにがつがつと食らいついた。

「そこで何をしている？」

「……誰？」

　背後から聞こえてきた声に、エミーリアは険悪な表情になる。振り返るが、相手の顔は暗がりで見えなかった。

「――怪しい者じゃないから」

「誰って聞いてるんだけど？」

　さすがに王宮の舞踏会に怪しい者がそうそう入ってくるとは思えないが、やはりなんとなく警戒してしまう。

（――ルイは問題ないだろうけど）

　暗闇の中にいる相手の気配を探りながら、神経を研ぎ澄ます。

　家に招いた武術家に教えを受けて訓練を重ねては来たが、一度目の人生でも、二度目の人生でも命のやり取りをするような状況に陥ったことはない。撃退できるかどうか。

「そう警戒するなって」

「――相手が誰かわからないのだから、警戒くらいするでしょう？　ルイ、何かあったら中に入って大暴れして、人をこっちに集めてちょうだい」

　台詞の後半はひそひそと、肩に止まったルイにささやく。いっそ、悲鳴を上げてやろうか。そうしたら、わらわらと人が駆けつけてくるだろう。

「そう警戒されると傷つくな――俺、一応この国の王子なんだけど。ほら、怪しい者じゃないだろ？　一応、第二王子のキースと名乗っておいた方がいいか？」

　両手を上げて、敵意がないこと、武器を持っていないことを明らかにしながら、キースが顔の見える位置へと移動してくる。

「キース殿下、失礼いたしました」

　慌てて、エミーリアは腰を折った。今まで直接言葉を交わしたことはなかったが、顔を見たことならある。

　王太子であるジャレッドの弟で、エミーリアより四歳上だ。

　暗がりでは色まではよくわからないが、兄とよく似た黒い髪に黒い瞳の持ち主だ。日頃は騎士団に出入りしていることが多く、そのためか背が高くてよく鍛えられた体格だ。

「その鳥――さっき、広間の中で暴れてた鳥じゃないか？」

「あら、そう……そう、でしょうか？」

　慌てたエミーリアは肩に止まっていたルイをぽいっと放り投げた。

　証拠隠滅。

　ギャーとかなんとかルイが騒いでいたような気もするが、聞こえなかったことにする。

「……まあ、それはいい。さっき、妃教育を受ける気はないとか言ってなかったか」

「妃教育は、分不相応だと思いますが」

「でも、婚約破棄されたばかりだろう。妃教育を受けに来たら、新しい縁談に繋がるかもしれないのに」

　というか、王子殿下がどこからどこまで聞き耳を立てていたのだろうか。たしかに、廊下を歩きながら話してはいたが。

（なんで、この人がそんなことまで知ってるのよ……！）

　エミーリアとアディルの婚約破棄の件について、こんなところまで情報が出回っていると思わなかった。

　思わず額に手を当てる。いちいちこんなところにまで突っ込んでこなくてもいいのに。

「今のところ、……新しいご縁を探そうという気にはなっていないので」

　あくまでも丁寧に。王子相手に無礼になってはいけない。

　そうは思ったが、けっこう喧嘩を売っている口調になってしまっている。

「そうか。無粋な話で悪かったな。そのうちまた話す機会もあるだろう」

　言いたいことだけ言うなり、キースは姿を消してしまう。

（……それはないと思います）

　エミーリアは、心の中でつぶやいた。

　それにしても、キースはなぜわざわざエミーリアに声をかけてきたのだろう。少なくとも、今まで彼から興味を示されたことはなかったはずだ。

　なんだか、やっかいな人と関わってしまったな――その予感が現実になるまで、そう長い時間はかからなかった。
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　日課の運動を終え、来るべき女官試験に向けて、おとなしく勉強していたエミーリアに父からの呼び出しがかかったのは、舞踏会が終わってから一週間ほどたった日のことだった。

「……そこに、座りなさい」

「はい、お父様」

　妙に張り詰めた雰囲気だ。こういう時の父親には逆らわない方がいい。

「お前、なかなか次の縁談を決めようとしないだろう。私が、あんなにいろいろ話を持ってきたのに」

　あれ以来、父からは山のように釣書を渡されてきたが、「では、実際にお会いしましょう」となるところまで話が進んだものはない。

　なぜならば、エミーリアが全力でお断りしているからだ。

「だって、お父様のお勧めするお相手って信用できないんだもの」

　じっとりとした目でエミーリアに見られて、父はもごもごと話をそらそうとした。

「お、お前だって文句は言わなかったじゃないか」

　なんて言っているが、アディルとの婚約が成立したのはエミーリアが八歳の頃だ。

　まだ前世の記憶は戻っていなかったし、十歳以下の子供に将来の結婚相手について真面目に考えろという方が無茶ぶりだ。

「あの時は文句は言わなかったけれど、今は違うわ。私……女官試験を受けようと思っているの。だから、当分結婚はしない」

「……お前が結婚したくないというのはわかった。女官として王宮に上がりたいという気持ちもわからなくはない。が、それではすまないのだよ、それでは！」

　女官として王宮に上がったら、最低十年は勤めるのが基本だ。

　エミーリアは今十八。試験が終わって女官として王宮に上がる頃には十九となって、さらにそこから十年。働きながら結婚しない限り、行き遅れ確定である。

「とはいえ、アルヴァス卿との婚約を決めた私も悪かったとは思っているんだ。まさか、領地の経済状況が改善したとたん、ああいうことになるとは思ってもいなかったから」

「……そういうことも珍しくはないでしょう」

　長い苦労の時代を過ごし成功した男性が、不遇の時代を支えてくれた女性を捨てて若い美人に走るなんて、珍しい話ではない。

　前世ではネットのニュースを眺めて「ひどいね、この男」なんて話をしていたけれど、それと同じことが自分の身に降りかかってきただけのこと。

「――頼むから、そこまで達観しないでおくれ」

「諦めがいいと言ってちょうだい、お父様」

　父には言えないが、エミーリアも本心では婚約を解消したかったのだ。アディルから解消してくれて、むしろついていたと言ってもいい。

「諦めがよすぎるのも考えものだなぁ……だが、女官試験については認めるわけにはいかないんだ」

「なんで？」

「先日の舞踏会で、クリスティナ嬢に同行しただろう」

「……あまり、役には立たなかったけど」

　エミーリアがやったのは、ルイに頼んで王太子のジャレッドに水をかけたくらいだ。あれで、クリスティナとジャレッドが会話する機会を無理矢理に作った。

　側にエミーリアがいるだけで心強かったとクリスティナは言ってくれたけれど、他の令嬢達が意地悪な言葉をぶつけるのまでは止められなかった。それは、申し訳ないと思っている。

「いや、クリスティナ嬢はとても心強かったらしいぞ。おかげで、嫌なことを乗りきれたととても満足していたそうだ」

「それならよかった」

「そこでだ。妃教育には、お前に侍女としてついてきてほしいと頼まれたんだが。妃候補として参加するのは嫌なのだろう？」

「侍女として行くのも……ちょっと嫌だわ」

　侍女という提案をしてきたか。クリスティナはよほど妃教育に行きたくないらしい。

「エミーリア。それなら、こういう条件ならどうだ？」

　条件、という言葉に、エミーリアの肩が跳ね上がる。父が条件を出してくるなんて珍しい。

「条件って何？」

　そう問いかけた時には、もう半分父親に勝ちを譲っているようなものだ。エミーリアが受け入れたくなるような条件を持ってきたのに違いないのだから。

「クリスティナ嬢を王太子妃にできたなら、お前が女官になるのを認めよう。今不利な状況にいる彼女を王太子妃にするくらいの手腕がないのなら、女官になっても出世は見込めないぞ」

「……えー」

　いくらなんでも、そんな条件を持ち出してくるとは思わなかった。父は眉を上げた。

「まさか、無理だとでも？」

「……だって、厳しくない？」

　ジャレッドの妃候補者はかなりの数がいるはずだ。彼女達の中にはクリスティナよりずっと優位な令嬢もいる。

　特に、クリスティナの場合、近頃社交界から遠のいてしまっていたというのがなにより痛い。

　エミーリアの同行がなければ、妃教育への参加を渋る弱さもある彼女を王太子妃に押し込むのはなかなか大変そうだ。

「私の取引先には、身分の高い人が何人もいる。もし、クリスティナ嬢を王太子妃にできたなら『推薦状』をもらってやろう。それでどうだ？」

　この瞬間、エミーリアの負けが確定した。

　妃教育に参加したならば、女官試験には間に合わない。

　だって、妃教育の終了と、女官試験の願書締め切りがほぼ同じ時期だ。妃教育を終えてから試験勉強を頑張ったとしても、合格は難しい。

　だが、女官試験を、有利にする方法もある。それは、『高位貴族の推薦を得ること』だ。ただし、この推薦状を出すことを許されているのは、侯爵家以上と決まっている。

　大学入試に例えるなら、一芸に秀でた学生を対象とした推薦入試のようなものと言えるだろうか。受験は必要になるが、合格のラインががくんと下がる。

　その推薦状の入手が、父がエミーリアに差し出した交換条件だった。

「お父様、王太子妃は三人まで選ばれることもあると思うんだけど、その三人の中に潜り込めればいいのよね？」

　グランディール王国では、国王――そして未来の国王である王太子は三人まで妃を持つことが認められている。これは、王族の血を絶やさないようにするための措置だ。

　ちなみに現在の国王は、一人しか妃を迎えなかったから、ジャレッドとキースは同母の兄弟だ。

「何を言ってるんだね。もちろん第一位に決まっているじゃないか」

　父の言葉には、ちょっとがっかりしたけれど、一応聞いてみただけだ。

（うーん……クリスティナとジャレッド殿下の接点作るだけでも大変そうよね……）

　この間の舞踏会の時も、クリスティナはジャレッドの側に寄ることさえできなかった。

　会話の糸口を作ったのはエミーリアだが、何度もあの方法を使うというわけにもいかない。

「わ……わかったわ。お父様……できる限りのことはやってみる」

　クリスティナを王太子妃にできなかったところで、こちらに何かのペナルティが発生するわけでもないだろう。

　だが、エミーリアは甘かった。それはもう甘かった。

　承諾の返事をしたエミーリアに、父はにっこりとして付け足した。

「クリスティナ嬢を王太子妃にできなかったら、結婚してもらうからな」

「そんなの聞いてないわ！」

「なら、女官試験は諦めるか？」

「それもいやー！」

　だが、一度やってみると言ってしまった以上、今さら引くことはできない。父の口車に乗せられた自覚はあるが、エミーリアは自分の負けを認めざるをえなかった。

















第三章　史上最強の花嫁修業スタート












　一週間後、エミーリアは王宮行の馬車に乗り込んでいた。

　荷物は鳥籠以外、昨日のうちに送ってある。クリスティナと並んで座ったエミーリアが抱えているのは、ルイが入った金の鳥籠だった。

　これは隣国の商人が『お嬢様への贈り物』として献上してきた品物だ。どうやら、商売上、父がなにやら便宜を図ってやった礼らしい。

　屋敷を出るまではうるさくしゃべっていたルイも、おとなしく籠の中。二人の会話には口を挟もうとはしない。

「無理矢理連れてくる形になってしまって、……本当に、ごめんなさいね」

「謝らないで。私も腹をくくったから」

　いろいろ考えた末、クリスティナの侍女として妃教育についていくことに決めた。

（面倒と言えば面倒だけど――最強の伝手を得られると思えばいいか）

　候補者としてではなく侍女として妃教育に同行するというのは、主にもう婚約者が決まっている女性、もしくは妃候補として妃教育への参加が許されない身分の女性が使う手である。

　妃教育の期間は半年に限定されているため、タイミングが合うならば、花嫁修業の仕上げとして受けるのが好ましいとされている。

　そして、同行した侍女は妃候補達が受ける教育に同席することが認められているというわけで、最高の花嫁修業を終えたとして侍女達にも箔が付くのだ。

　今のところ、最有力候補はハーバートン侯爵家のグウェンダリンだ。

　クリスティナも以前は名前が挙がっていたのだが、社交生活から引っ込んでいる間に、レースから脱落されたものと見なされていた。

「クリスティナはどうなの？　納得して来ているの？」

　一応、聞いてみる。クリスティナにその気がないのなら、いくらエミーリアが頑張っても無駄だろうし。

「この間、ジャレッド殿下とお話をする機会があったでしょう……やっぱり素敵な方だなってその時思ったの。だから……自信もないし、怖いけど……妃教育を受けるだけは受けようって……」

「なるほどね」

　無理強いされたのではなく、本人がその気になって参加するのなら、エミーリアとしても努力する価値はある。

「あなたが来てくれたら、心強いし……その、女官になりたいなら、私からも推薦状を……ああ、でも無理ね。侯爵家以上でないと推薦状は出せないもの」

　申し訳なさそうに、クリスティナは眉尻を下げた。どうやら、エミーリアを妃教育に同行させたのを、だいぶ申し訳なく思っているみたいだ。

「王太子妃に決まったら、出してくれたらいいわよ。王太子妃の推薦状なら、最強のカードでしょ？」

　女官が取り締まるのは王宮でのあれこれであるため、王太子妃の推薦ならばかなり強力な後押しとなってくれるはずだ。

「……そうね。なれたら、私からも出すわ」

　婚姻後ではなく、妃教育を終えた段階で推薦状を出せるかどうかは知らないが、少しでもクリスティナの不安が小さくなればいい。

　ちらりと横に視線を走らせて、クリスティナの様子を確認する。

　顔立ちは悪くないが、華やかな美人ではないし、目立つタイプでもない。先ほど名前のあがった三人のライバルと比較すると、影が薄いのも事実だった。

（まずは、軽く体質改善してもらって――）

　クリスティナが黙ってしまったのをいいことに、頭の中で考え始める。

　もともとあまり身体が強くないというのもあるけれど、今の状態は栄養バランスの悪いものを大食いした結果と、運動不足によるところが大きそうだ。

（いきなり十キロ走れと言っても無理なのはわかっているし、慎重に進めるしかないわね）

　今のクリスティナは、ぽっちゃりしすぎている。健康的になるには少しだけ体重を落とした方がいい。

　それにしても、やはり無謀すぎる挑戦だっただろうか。これから先の未来は、険しいものになりそうだ。

「……何を考えているの？」

「妃教育って楽しそうねって考えてた！」

　誤魔化して、窓の外に目をやる。

　推薦状は、喉から手が出るほど欲しい。

（こんな状況で王太子妃になってもあとあと苦労するのはクリスティナだものね）

　妃教育が終わるまでの間に、クリスティナの意識改革も必要になりそうだ。もう少し毅然としなければ、食い物にされるだけ。

　エミーリアに前世の記憶がなく、この世界の人間としての価値観しかなかったとしたら。クリスティナの尻を叩いて蹴り飛ばして、王太子妃として立つように全力でサポートするだろう。

（まずは三か月なんとか乗りきって……先のことはそれから考えるしかないわね）

　クリスティナの意識改革には、それなりの時間が必要だ。

　だが、急いては事をし損じるというではないか。

　今は、とにかくクリスティナにもうちょっとだけ自信をつけてもらえばいい――そう結論づけた。






　妃教育の場となったのは、先代の国王夫妻が住まいとして使っていた区画だ。今は王太子であるジャレッドの生活する場となっているそうだ。

　ジャレッドの使っている建物を中心に、その周囲を十ほどの小さな建物が取り囲んでいる。一つの建物に、三人の令嬢、それに付き添いできた侍女達が割り当てられることになっていると出迎えの使用人に説明された。

　そのまま、一番大きな建物にある広間へと通される。そこはすでに多数の令嬢がひしめきあっていた。

「――何人くらいいるの？」

「候補者が二十九人。それと侍女が四十人くらい」

　エミーリアが問いかければ、ひそひそとクリスティナは返してくる。クリスティナとひそひそとささやき合いながら、エミーリアは周囲の状況を観察した。

「嘘、なんであの子がここにいるのよ」

　呆然として、エミーリアはつぶやいた。視線の先に立っているのはフルールだ。

　彼女は、他の少女達となにやらにこにこと会話していた。一瞬こちらに視線を走らせ、エミーリアには気づかなかったふりをして視線を戻す。

（……まさか、アディルを捨てて王太子妃狙い？）

　それならそれですさまじい向上心だと思うが、捨てられたアディルがちょっと気の毒だ。

　と、アディルに対してものすごくかわいそうな想像をしたけれど、よく考えたら彼のことはどうでもよかった。

「イルミナ様、こちらにどうぞ」

　フルールが声をかけたのは、ドート子爵家のイルミナだ。

　どうやら、彼女の侍女としてこちらに来たようだ。侍女も、花嫁候補達の教育に参加することになるから、箔がつくと言えば箔がつくのだろう。アディルとの結婚に備えているということか。

　主が来て気が大きくなったのか、フルールがこちらへと歩み寄ってくる。

「まあ、エミーリア嬢、あなたもいらしていたの？」

　首をかしげてフルールがたずねる。

　その顔には「悪気なんてまったくないんです！」と主張する笑みが浮かんでいた。

（こういうのをあざといって言うんだろうなー）

　はっきり言ってしまえば可愛い。見た目だけならば完璧だ。

　エミーリアもついうっかりきゅんとしかけたのだから、アディルが夢中になってもしかたないのかも。

「ええ、私は従姉妹の侍女として来ることになったの」

　表情を取り繕い、笑顔でフルールに返す。ここは、平静を装わなければ。

「私も、イルミナ様の侍女として入ったの。妃教育が終わったら……いよいよ結婚式だから」

「それなら今が一番楽しい時ね。ここで学んだことは、きっと役に立つと思うわ」

　エミーリアからアディルを略奪したというのに、こういう挨拶をしてくるなんて確実に喧嘩を売っている。

「あなたは幸せにならなきゃだめよ。同じこと、繰り返したくないでしょう」

　万が一アディルと別れたとしても、今度は人の婚約者を略奪するのはやめておけと声音に滲ませておいたら、フルールが顔をひきつらせた。

　ここで顔をひきつらせるくらいなら、最初から喧嘩を売ってこなければいいのに。

「も……もちろん、そのつもりだわ」

　そそくさと立ち去ろうとするフルールを目で追っていたら、そこではグウェンダリンとメイリーが火花を散らしていた。

　フルールの主であるイルミナは、その輪から一歩引いたところで眺めている。フルールはこそっと主の背後に立った。

「あら、そのドレス……先日私が着用したものとよくデザインが似ていますわね」

「あら、今日お召しのドレスこそ、私が先日着用したものとよく似ていますわ」

　互いに、相手が自分の真似をしたのだと譲らないグウェンダリンとメイリー。戦いはもう始まっている。

「皆様、お静かに。キース殿下のご到着です」

　侍従の声に、騒いでいた令嬢達もピタリと静かになった。

「さて、全員集まったようだな。今日、兄上は隣国の使者を謁見していて、皆を出迎えられなかった。その点については謝罪するが、国を第一に考えての行動と理解してほしい」

　本来であれば、妻を迎える立場であるジャレッドが真っ先に出迎えなければいけないのだが、国益優先と言われれば、誰も反対することはできない。

（……さすがに妃教育の参加者達が集まっているだけのことはあるわね）

　侍女なので王太子争奪戦には参加しないとても気楽な立場のエミーリアは、ぎすぎすとしている候補者達とは対照的に、のんびりと周囲の様子を見ていた。

　王太子妃に一番近いとされているグウェンダリンは、真っ赤なドレスにダイヤモンドのアクセサリーをぎらぎらとさせていて、会場で一番目立っている。

（……メイリー嬢は、どこだっけ）

　王太子妃候補としては、二位か三位につけているメイリーは、黒い髪の美少女だ。彼女は黄色と水色を巧みに配置したドレスだった。

（彼女も、ストレス太りかしらね……）

　最後に見かけた時より、メイリーも少し、ぽっちゃりしているような気がする。

　次に目を留めたのは、ドート子爵家のイルミナ。フルールの主だ。

（彼女は、むしろやつれてるかな？）

　緊張で、ここ数日は何も食べられなかったような雰囲気だ。あまり親しくはないエミーリアの目にも、彼女がぐったりしているのがわかる。

「そして、多忙な兄にかわり、これから半年の間、私が皆の監督官を務めることになった。ここでは皆の品位が問われることになる。貴族として、未来の王太子妃として恥ずかしくない行動を取るように心がけてほしい」

　その言葉に、周囲がざわっとするのがエミーリアにもわかった。

　キースが半年の間、監督官を務めることになる――それは、キースと顔を合わせる機会が増えるということでもある。

（王太子妃争いに敗れた時のために、キース殿下にも顔を繋いでおこうとしているのね）

　キースは王位の第二継承者であるから、ジャレッドに何かあった時はキースが王位を継ぐ。その妃には王太子妃と同程度の教育をおさめた女性を選んだ方が、何かと楽ではあるのも事実。

　国内最高の花嫁教育を終えた令嬢を逃がす手はないのだ。

「それと、今回の妃教育にあたり、警護は王宮騎士団に任せることになった。騎士団長のロイズ・フルヴィウスだ」

　そう告げると、彼は後方にちらりと視線を走らせた。エミーリアの視線もつられてそちらに向かう。

（あれ、誰だっけ）

　王宮騎士団の白と赤を基調にした制服に身を包んだ青年が、キースの指示によって一歩前に出る。それから胸に手をあてて、恭しく一礼した。

「妃教育の間、我々王宮騎士団が皆様の警護を担当します。何かあれば、私に言ってください」

　ロイズは黒い髪を短く揃えた背の高い青年だった。

　騎士団長というだけあって、肩幅も広く、胸板も厚く、制服の上からでも、鍛えられているのがよくわかった。

　きりっとした彼のまなざしに、令嬢達の間からは押し殺した感嘆の声が上がる。彼が独身かどうか、気になる令嬢も多そうだ。

　妃候補者ではなく侍女として参加している令嬢達からすれば、王宮騎士団の団長と結婚できたらちょっとした玉の輿。

　そわそわしている令嬢達を気に留めた様子もなく、ロイズはもう一度一礼した。

（あれ、でも、騎士団長って――）

　エミーリアの記憶では、騎士団長は他の人だったような。頭の中に人物録を広げて、騎士団長の場所にたどりつく。

（たしか……騎士団長はアルカド家の方だったはず。アレックス・アルカド。引退にはまだ早かった気がするんだけど……）

　エミーリアの記憶ではアレックスは四十代。

　引退するにはまだ早いだろうし、アレックスよりも下の代にも優秀な騎士は多い。だが、二十代後半に見えるロイズが騎士団長に就任するのはおかしいのではないだろうか。

（……コネ出世？）

　なんて、少し失礼なことを考えた。だが、そうでもなければそこまでの若さで騎士団長はありえない気がする。

　その他にも警護にあたる騎士が次から次へと紹介され、ようやく広間を出ることを許される。集まった令嬢達は、それぞれに割り当てられた建物へと移動を始めた。

　クリスティナが案内の侍従に連れられていくのについていこうとしたら、エミーリアはキースに呼び止められた。

「ウィンボーン子爵令嬢……侍女として入ったのか。妃教育には参加したくないと言っていたのに」

「従姉妹に頼まれましたから」

　相手に失礼にならないよう、最大に美しく見えるように注意を払いながら頭を下げる。

　そんなエミーリアに、キースは興味深そうに上から下まで視線を走らせた。

「ウィンボーン子爵家ならば、王太子妃でも狙えそうだが」

「誉めていただいた……と解釈してよろしいのでしょうか、殿下。ですが、我が家は子爵家ですし」

　子爵家出身でも王太子妃となった前例がないわけではないが、唯一の王太子妃として選ばれたことはない。

　複数の妃が選ばれた時、末席に名を連ねるのがせいぜいだ。貴族ならば誰でもと門戸を開いている建前ではあるが、高位貴族から選ばれるのが通例だ。

　万が一選ばれたとしても、王太子妃として窮屈な生活を送るなんてまっぴらごめんだ。そんなことより目指すは王宮の裏ボスだ。

　あいまいに微笑んでその場をやり過ごし、そのまま立ち去ろうとしたら、キースは鳥籠を掴んでいるエミーリアの腕を取った。

「何か、ご用でしょうか？」

「これ、この間、舞踏会を騒がせた鳥だろ？」

「えええっ、ええと、ですね」

　まさか、気づかれていたとは思わなかった。あわあわして、ルイを入れた鳥籠を隠そうとするが、大きな鳥籠を隠すなんてできるはずもない。

「兄上が追及する気はないというから、俺も詳細は問わないが。なにやら楽しそうなことをしていたな。頭のいい鳥だ」

「い、いえいえ……そんなこと。食べて寝てるだけの……可愛いペットです！」

　食べて寝てるだけという言葉にルイが籠の中から睨んできたので、一応可愛いと付け加えてみた。可愛がっているのは嘘ではない。

「賢いだろ。そいつ、ただのオウムじゃなくてミアンだもんな。オウムより賢いと聞くが、乱獲されてほとんど残っていないんじゃないか」

　エミーリアの目が、ルイに向かう。視線に射貫かれたように、ルイは首をすくめた。

「――それは本当ですか、殿下？」

　さきほど無邪気を装って話しかけてきたフルールを真似して目をぱちぱちさせながら、エミーリアは問いかけた。

「この鳥は、幼い頃に家の庭で拾ったので、詳しいことはわからないんです」

　エミーリアが十歳になったその日、空から落ちてきたのがルイだ。勢いよくエミーリアの頭に激突し、エミーリアはそのまま意識を失った。

　そして目が覚めた時には――前世の記憶が完全に再現されていたというわけである。

　頭に鳥が落ちて意識を失うだなんて中身は無事なのかと、あの当時は何度も医者にかかる羽目になって大変だった。

「……ふぅん、そっか」

　キースの方は、ルイをじぃっと見つめて何か怪しんでいるかのように目を細める。

（まさか、知らない間にご禁制になってたとかそういうことはないわよね……？）

　なんでわざわざルイがそんなものに化けているのかはわからないけれど、ここでルイを取り上げられるようなことになったら非常にマズイ。

「もしかして、ミアンはまずかったですか？　ペットを連れてきてもいいって聞いていたのですが……」

「うん、それは問題ない。その鳥についても問題はない。買ったらかなりの額が必要になるだろうが、高価なペットは禁止というわけでもないからな」

　高値がつくのはしかたない。乱獲で絶滅しそうになっている鳥だ。

　高く売れるからと養殖に乗り出している商人もいるらしいが、今のところ成功はしていないらしい。

（そういや、お父様も一度手を出そうとしてたっけ）

　ミアンという鳥は知っていたし、ルイと似ているなーとも思っていたが、まさかルイがそうだとは思わなかった。

（問題ないならとりあえずいいか）

　エミーリアは、目の前の問題を勢いよく放り投げることにした。

「あとでゆっくりおしゃべりしましょ」

　籠の中に話しかければ、ルイがびくりとする。

「あとでゆっくりおしゃべりって？」

「殿下、この子はとっても賢いんです。おしゃべりもするんですよ……ね？」

　睫ぱちぱち、フルールの真似をもう一度。

　鳥肌が立ちそうなので、できることなら使いたくはないが、さっさとこの場を逃れるためならなんでもできそうな自分が怖い。

「エミーリア、スキ！　ハヤク、カエロウ」

「残念ね、ルイ。しばらく帰れないの。ここで暮らすのよ。新しい部屋をあなたも気に入ってくれるといいけれど。それでは、殿下――失礼いたしますね」

　キースの方にぺこりと頭を下げて、今度こそ立ち去ることに成功した。

　クリスティナの部屋の隣にある自分の部屋に入る。二人きりになったとたん、エミーリアは口を開いた。

「なんでそんな珍しい鳥になってるのよ！」

「だって、今まで何も言わなかったじゃないか！」

「ただのオウムだと思ってたからに決まってるでしょ！」

　王宮ということもあり、部屋はなかなか上質な作りだ。

　折りたたみ式のライティングデスクが窓のところに用意されていて、ここで手紙を書いたり書類をまとめたりするようだ。反対側の壁に押しつけられたベッドも寝心地のよさそうな上質の物。貴族の娘を滞在させるだけのことはある。

　飾り棚の上に鳥籠を置いて、エミーリアは扉を開けてやった。ルイは自分で籠の開け閉めもできるのだが、そこはサービスである。

「いやまあ、僕って賢いじゃん？　ああ、ほら、鳥にしてはってことだよ！」

　どこが賢いのだとじっとりした目になったエミーリアの反応に、ルイは慌てて言葉を付け足した。

「ミアンはとても賢いし、寿命も八十年くらいあるから、君が死ぬまで側にいても詮索されないですむと思ったんだよー」

　オウムは、鳥類の中でも寿命が長いらしい。五十年以上生きることもあるし、正式な記録は残っていないものの百年近く生きていると推測される個体もあるのだそうだ。

　そんなわけで、ルイはエミーリアについてこちらの世界に来るにあたり、オウムの中でも特に賢いこちらの世界特有のミアンという種を選んだということのようだった。

　理由を聞けばわかるが、キースに目を付けられるとは最悪である。

　起きてしまったことはどうしようもないので、諦めるしかないのだろうが。

「とりあえず、さっさと着替えましょうか」

　侍女としてクリスティナについてきたのだから、主を放置するわけにはいかない。彼女を王太子妃にするという目標もあることだし。

　これからは何があるかわからない。気合いを入れていこうと改めて誓った。

　半年の間、クリスティナとエミーリアは忙しい日々を過ごすことになるのだから。






　そして、王宮入りした翌日からは、妃教育が始まる。

　妃教育を受けている間は、定められたスケジュールに従って生活する。

　食事は、勉強の進み具合を確認するための食事会等がない時は、各自に与えられている建物の厨房で、好きなものを調理させることができる。これは、個人の好みもあるだろうからという配慮だ。

　朝食が終わったら、様々な授業を受ける。昼食後、軽く休憩を取ったら、また夕方まで授業。午後の授業は、間にお茶の時間が入る。

　妃教育一日目。

「……靴、これでいいと思う？」

　エミーリアが取り出したのは、実家を出る前に新しく作らせた靴だ。どっしりとした歩きやすいタイプのもので、王宮で履くには少々野暮ったいデザインだ。

「いいんじゃないの？　だって、誰も君の足なんて見てないだろうし」

「そうねー」

　この靴を作ったのにはエミーリアなりの思惑があるが、役に立つ時が来なければいい。

　厨房へと行き、ワゴンに用意された朝食を押してクリスティナの部屋へと戻る。ベッドにいたクリスティナを揺すって起こした。

「おはようございます、クリスティナ様。まずはお支度を」

　言葉遣いが若干改まっているのは、従姉妹ではなく侍女の役割を意識してのもの。

「おはよう、エミーリア。あなたは朝から元気そうね」

「それは、まあそうですね」

　眠そうなクリスティナは、手渡されたガウンを羽織ってのそのそとテーブルについた。

　エミーリアが並べた朝食は、すさまじい量だった。

　籠に山盛りになったパンがいい香りを放っている。

　ベーコン、ソーセージ、ふわふわのオムレツにスープ、サラダ。食べやすい大きさにカットされたオレンジと林檎。パンにつけるバターにジャムや蜂蜜も用意されている上に、ドライフルーツたっぷりのパウンドケーキ。

　エミーリアも健啖家な自負はあるが、これを食べつくすのは二人がかりでも大変そうだ。

「おいしそう――一緒に食べるでしょう？」

　両手を打ち合わせて喜んだクリスティナは、エミーリアに向かって微笑みかけた。

「クリスティナ様がよろしければ」

「もちろん、一緒がいいわ。一人で食事をしても楽しくないもの。侍女ではなくて従姉妹として来てもらっている面もあるし」

「ゴハンー、ゴハンー！」

　隣にあるエミーリアの部屋で、ルイが騒いでいる声が聞こえてくる。

「ルイもお腹が空いているのね。ルイに食べられそうなものがあるかしら」

「甘やかさなくてもいいんですよ、クリスティナ様」

「……でも」

　開かれた窓から、朝の心地よい風が吹き抜けていく――と、窓からルイが飛び込んできた。どうやら、籠から自力で脱出してきたらしい。おまけにクリスティナの側に着地したかと思ったら、ひっくり返って両足をバタバタとさせる。

「ゴハンー、ゴハンー！」

　守護天使から神様への昇格試験中であるルイは、本来食事の必要などない。

　聞いた話によれば、「天地の全てからエネルギーを吸収する」ことで身体を保っているそうで、食事は純粋な楽しみなのだそうだ。

「ほら、ルイにもあげましょうよ。そこに取り分けてあげたら？」

「クリスティナ様ったら、甘やかしすぎです」

　とは言ったものの、クリスティナが空いている皿を一枚差し出してくれたから、そこにパンと果物を取り分けてやる。

「ベーコン！　ベーコン！」

　パンと果物だけでは物足りなかったらしい。

（クリスティナの前だから、何も言えないと思って――！）

　しぶしぶベーコンも追加。クリスティナの前だから強く言えないのをわかってやっているから腹が立つ。

　クリスティナは、朝から旺盛な食欲で用意されたものを全て食べ、パンも四つお代わりした。必要以上に動き回っているエミーリアと食べる量はほとんど変わらない。

（食事のメニューは調整しないと駄目ね）

　クリスティナの食欲は、エミーリアの想像以上だ。食事のメニューは調整できるから、カロリー低そうなものを中心に少し考えてみよう。

　朝食を終えたら身支度だ。

　とりあえず今日のところは、青のドレスで誤魔化しておくことにしよう。青はクリスティナの顔色を最高に引き立ててくれる。

　ほっそりした腰が美人の条件なので、がっつりコルセットを締めるのがマナーだ。

　そんなわけで、クリスティナもドレスを着る前にぎゅうぎゅうにコルセットを締め上げることになった。

「はーい、コルセット締めますよー、息、吸って、止めてくださいなー」

　クリスティナが息を止めたところで、エミーリアは思いきりコルセットの紐を引いた。

「んー、ん、ん――死んじゃうっ！」

「じゃあ、コルセット緩めますか？　その方が健康にもいいと思いますが」

「それはだめえぇぇ！」

　力自慢のエミーリアが思いきりコルセットを締め上げ、クリスティナが満足するほど細くなった頃には、二人ともぐったりとしていた。これだけぎゅうぎゅう締め上げたら、絶対に身体に悪い。

「クリスティナ様は、うなじが綺麗だからそこが見えるように髪を結います。あとは、イヤリングは大ぶりのものを。顔が小さく見えます――小さく見せたいでしょ？」

　こくこくとうなずくクリスティナの髪を結い上げる。髪を後頭部の高い位置でまとめて、うなじを見せることに決めた。

　イヤリングが大ぶりの派手なものだし、あまりけばけばしくなるのもどうかと思ったので、あくまでもメイクは薄く。もともとの顔立ちは悪くないから、それを最大限に生かすように色を乗せた。

　目元はすっきり、口元は華やかに――鏡の中のクリスティナが少しだけ、胸を張ったような気がする。

「――痩せて見えるわ！」

　鏡に映った自分の姿を見て、クリスティナは感嘆の声を上げた。

「それは、気のせいです」

　エミーリアに一刀両断されて、今度は苦笑する。髪を整えているエミーリアを鏡越しに見ながら、大きくため息をつく。

「あなたくらい細かったら、コルセット締めるのも楽なんでしょうね」

「……してませんけど」

「へ？」

「コルセットはしてませんけど」

「嘘っ」

　鏡越しにではなく、顔全体で振り返ったクリスティナはエミーリアの身体を上から下までじろじろと眺め回す。信じられないというように、眉間に皺をよせた。

「嘘よ、そんなに腰が細いのにコルセットしてないっていうのはありえないわ！」

「だって、鍛えてますから」

　と、両手でクリスティナの頬を挟んだエミーリアは、強引に彼女の顔を鏡の方に戻しながらにっこり。

「筋肉は最高のコルセットなんですよ。締め上げている人ほど細くはないけど、そこまでしなくてもいいかなって」

　コルセットは苦しいから嫌いだというだけではなく、どちらかと言えば筋肉質なので、頑張って腰を締め上げたところで抱きしめたら折れそうな華奢な体格にはならないというのもしない理由の一つ。

　さすがにウエスト四十三センチというわけにはいかないけれど、鍛え上げて割れた腹筋のおかげでスタイルよく見えるし、自分の容姿には完璧に満足しているのでこれでいいのである。

「コルセットいらずなのは羨ましいわ」

　胃のあたりに手を当てて、クリスティナはため息をついた。

（――やる気を出させる第一歩！）

　すかさず、エミーリアはたたみかけた。

「健康的に痩せたらコルセットいらずですよ？」

「本当に？」

「目の前に証拠がいるじゃないですか。触ってみます？」

　手を伸ばして、お腹を触らせたらクリスティナは目を丸くした。

　服の上からでも、コルセットの硬い骨が存在しないのはわかる。エミーリアがドレスの下に身に着けているのは、シュミーズとドロワーズと呼ばれる下着だけだ。

「本当にコルセットしてない！」

「明日から一緒に美容体操します？」

「美容体操って……？」

「父が商売をしているのはご存じでしょう？　そのおかげで、外国の珍しい情報もいろいろ入ってくるんです。毎朝やっている体操があるので、一緒にやりませんか？」

「……難しくなければ」

「大丈夫、そんなに難しくないです」

　クリスティナのやる気をそいではいけないので、あくまでも難しくないと言っておく。

「そうね……ちょっとやってみよう、かしら……」

「明日から頑張りましょう！」

　とりあえずクリスティナのやる気を生み出したところでエミーリアは満足した。

　エミーリアみたいに腹筋をバキバキになるまで割るのは無理だろうが、ある程度体型を整えることはできるはず。






　朝食を終えたら、一室に集められて午前中の学科。そして、昼食の時間。王宮の中をあちらへ行ったり、こちらへ行ったりと忙しい。

（……靴に仕掛けをしておいてよかったわね。物足りないったらありゃしない）

　実家にいた頃は、自分の好きなように使える時間がたくさんあった。それこそ午後中アディルに見立てた人形を蹴り倒していても、まだ時間があまるほどに。

　だが、ここに来たらそんな時間があるはずもない。そんなわけでエミーリアは靴に鉛を仕込んでいた。

　少しでも身体を鍛えられるようにと足に負荷をかけるために考えたことだが、正直これでも物足りない。けれど、何もしないよりはましだろう、たぶん。

　昼食は、皆と一緒に講義の場となっている建物にある食堂でいただく。そして、午後の休憩時間になって、その事件は勃発した。

　約束通り、クリスティナは、昼食のパンのお代わりは我慢してくれたのだが、その分、お腹が空いているらしい。お茶の時間に焼き菓子を大量に取ろうとしたのを阻止したところをグウェンダリンに見とがめられた。

「それくらいで足りるのかしら」

「二人揃って、昼食をいただきすぎたんです」

　おほほ、とエミーリアは笑って誤魔化した。

　今日のお茶の時間は、グウェンダリンとメイリーと同じテーブルについている。彼女達の侍女もいるから、テーブルには八人が座っていた。

「あら――それは大変ですわね。いい胃薬を持ってきていますの。あとでお分けしましょうか」

　グウェンダリンは親切心を装ってはいるが、口調に意地悪さがにじみ出ている。馬鹿にされているのはわかっているから、エミーリアもさらりと返した。
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「私が実家から持参した薬があるので大丈夫です。父が、外国から取り寄せてくれましたの」

「そう言えば、エミーリアの実家は事業をしているのだったわね。いろいろ珍しい品も持っているでしょう」

　クリスティナは食欲がないわけではないのだが、エミーリアに合わせてくれた。

（グウェンダリンは正面きって嫌がらせしてくれるからまだいいけど……）

　口汚い言葉を浴びせられるくらい、たいした痛手ではない。むしろ、次に何が来るのかとわくわくしてしまう。

（だって、これって大奥みたいなものよね……）

　女性だらけの空間でのどろどろとした争いは、前世で入院していた間、映画やドラマで山ほど見た。間近で観察する機会ができたと思えば、それなりに楽しめなくもない。

　グウェンダリンが侍女達となにやらくすくす笑っている間に、メイリーに声をかける。

「メイリー様、お茶のおかわりはいかが？」

「え、ええ……い……いただくわ」

　クリスティナほどではないけれど、メイリーも少々食べ過ぎの傾向にあるようだ。

（ここに来るのは希望者だけにすればいいのに――って、そういうわけにもいかないのよねぇ）

　なにしろ、王太子妃になろうと思ったら、この妃教育をクリアしなければならないのだ。本人が嫌でも、当主の命令で参加させられている人もいるだろう。

（あ、あ、あ――そんなに砂糖を入れて！）

　エミーリアは内心で悲鳴を上げそうになった。

　メイリーは、注がれた紅茶に三杯も砂糖を入れている。

　紅茶に入れる砂糖の量くらいたしかに個人の好みではあるけれど、それを何杯も飲んでいたら、菓子に手をつけない意味がない。

「……また、授業が始まると思うと嫌になるわ」

　メイリーがふうっとため息をついた。嫌になるなんて言っている場合ではないが、つい口に出てしまったらしい。

「もう、嫌になりましたの？　でしたら、さっさとお帰りになったらいかが」

「グウェンダリン様、ほどほどになさってはいかが？　こちらのチョコレートケーキ、絶品ですわよ」

　クリスティナの目の前にあったケーキをすかさずグウェンダリンに勧めてみる。話題を変えたかったのと、クリスティナの目の前からケーキを遠ざけたかったからだ。

「主を差しおいて、口を挟むだなんて嫌な侍女ね」

「……失礼いたしました。申し訳ございません」

　侍女であるエミーリアにとがめられたグウェンダリンはむっとし、自分が余計な口を挟んだ自覚のあるエミーリアは頭を下げる。こんな調子では、テーブルの空気がよくなるはずもなかった。

「……ねえ、エミーリア……あなた、大丈夫なの？」

　お茶の時間が終わって、次の学科のために席を移動しようとしていると、クリスティナがこそこそと話しかけてきた。

「大丈夫って何が？」

「グウェンダリン嬢のことよ。あなたを敵視するんじゃ……」

「予想はしていたから問題はないわ」

　たぶん、口だけですんでいるのは今のうちだけだ。

　いずれ違う形での嫌がらせが始まるのだろう。

　とはいえ、前世ではばりばりの体育会系だったから、貴族令嬢のちょっとした嫌がらせなど痛くもかゆくもない。嫌がらせをされるのならば、受けて立つだけの話である。






　明日以降の朝食のメニューを変更してもらうため、夕食後、エミーリアは厨房を訪れた。野菜を大量に入れたスープ――というより野菜のスープ煮――にメニューを変更。

　パンの数は減らしてもらう。いくらなんでも朝から四つは食べ過ぎだ。スイーツも、基本的にはなしということにしてもらった。果物があれば充分だ。

　厨房での会話を終えた後、エミーリアはクリスティナの部屋を訪れた。そろそろ寝る支度をしなければ。

　部屋にいたクリスティナは、もう入浴を終え、レースたっぷりの寝間着の上からガウンを羽織ってソファに座っていた。

　膝の上に明日からの講義で使われる教科書が置かれているところを見ると、予習をしていたらしい。

「明日からは、食事は節制していきましょう。ああ、大丈夫――食べるなと言ってるわけじゃありません」

「まさか、酢キャベツ？」

　そう口にしながら、クリスティナはへにゃりと眉を下げた。

　酢キャベツというのは、このところグランディール王国の貴族達の間で流行っているダイエットである。

　食事の前に塩と酢に漬け込んだキャベツを食べるというもので、たしかにキャベツはダイエット向きの食材かもしれないが、三食それでは気がめいってしまう。

「食べたければ酢キャベツも用意しますが……一応、その他にも野菜は増やしましょう」

　クリスティナがしょんぼりしたので、エミーリアはすかさずハーブティーを差し出した。

　こちらの世界にもいろいろなハーブがあるが、何を使ったらいいのかルイに教えてもらって調合したものだ。精神を安定させる効果があり、ぐっすり眠れるらしい。

「身体を動かせば、ぐっすり眠れるようになりますよ。適度な運動は、心地よい睡眠にも効果がありますからね」

「私も、最高のコルセットがつけられるかしら」

「それは、努力次第です」

　有酸素運動もしてもらいたいところなのだが、いきなりそちらに行ってもだめだろう。

　まずは身体を動かす習慣を身につけること。

　エミーリアの見立てでは、クリスティナの自信のなさは、「太ってしまった自分は美人ではない」というところから来ている。少し前まで、この国の美人基準に合致して華奢すぎるほどに華奢だったというのもそれに拍車をかけている。

　だとすれば、「クリスティナなりにいい感じ」にもっていければ、いくらかストレスの解消にもなるのではないだろうか。

「このハーブティー、おいしい」

「お口に合ったようならよかったです。甘く感じるハーブも調合して、飲みやすくしてあるんです……さあ、お休みの支度をしましょう」

　教科書を所定の位置に戻し、カップを洗う。

「寝る前に、足裏をマッサージしますね。よく眠れるはずだから」

　前世での恵美の特技の一つにリフレクソロジーがあった。独学で学んで家族や友人に施術していたのだが、けっこう評判はよかったのだ。

　実家から持ってきたいい香りのするマッサージオイルを使い、クリスティナの足裏をマッサージしてやる。

「あ……そこ、い、痛い……！」

「ちょっとお疲れですね。少し力を弱めましょう」

　ベッドにうつぶせになっているクリスティナの足裏をゆっくりとマッサージ。足裏だけではなくて、ふくらはぎや膝裏にまで手を滑らせる。

「すごく気持ちいい……」

「それならよかったです」

　クリスティナはうとうととし始めて、マッサージを終えた頃には完全に眠りに落ちていた。

　起こさないようにしながら、足についたオイルを拭い、布団をかけてから部屋を暗くする。

　いろいろと考えなければならないことがある。夜中の庭園を歩き回るのは誉められたことではないけれど、少し散歩してこよう。ルイを肩に乗せて外に出た。

「とりあえず、少し身体を動かしてもらうにはヨガから、かな……『美容体操』って言っておけば、クリスティナも乗ってくれるだろうし」

　前世では週に一度、スポーツジムに通っていた。

　ヨガのクラスにも入っていたし、プールも使っていた。その他にもできそうなメニューがあったら、片っ端からチャレンジしてみたのは――いつかまた、もう一度全力で打ち込める何かを見つけることができるのではないかと思ったから。

　結局、全てをかけてもいいくらいのものには出会わなかったけれど、経験を積むという意味では悪くなかった。

「朝の光を浴びると体内時計の調子が整って、体調がよくなるって聞いたことあるんだけど、それはこっちでも同じ？」

「変わらないよ。基本的に人体の構造は違いがないからね」

「そうなんだ」

　涼しい夜の風が、考え事でいっぱいの頭を心地よく冷やしてくれる。今、こんな状況になるのなら――と少しだけ未練めいたものが生まれた。

「――もうちょっと勉強しておいたらよかったな」

「もうちょっと勉強って？」

「もっと知識があれば、効率的にクリスティナを痩せさせられたんじゃないかと思って。野菜多めの食事にしてくれとはお願いしたけど、それだけじゃ追いつかないだろうし。お茶会対策に、おからクッキーでも作れればいいんだけど」

　おからクッキーは、ダイエット時には重宝していた。水分と一緒にとると体内で膨張して、摂取カロリーの割りに満腹感を得られたからだ。

　寝坊して朝食を抜いてしまった時には、講義の合間に食べてランチタイムまでの空腹を抑えるのにも使っていた――朝食を食べないという選択肢は、前世から持ち合わせていなかったのである。

「ねえルイ、大豆って手に入るの？」

「この世界に大豆はないけど――大豆っぽいものなら外国にあるよ。というか、成分的にはほぼ大豆と同じ」

　考え込むエミーリアにルイが助け船を出してくれた。ルイの力は制限されていてあまり派手な動きはできないが、こうやって知恵を与えることはできる。

「本当に？」

「うん。この国にはないけど、南のアザールって国で食べられてるこの世界のダール豆っていうのが大豆だね」

「――ルイ」

　エミーリアはルイの首根っこをひっつかんだ。思いきりがくがく揺さぶられて、ルイは悲鳴を上げる。

「どうして、そういうことは早く言わないのよっ！」

「だ、だって……聞かれなかったしぃ……」

「……お父様に手紙を書かなくちゃ！　アザール王国と取引してたはずだからダール豆を取り寄せてもらいましょ」

　いいことを聞いた。

　王宮での食事も、朝と夜はある程度エミーリアの采配でメニューを変更してもらうことができる。こうやって、ルイに知恵をつけてもらえるのなら、もう少しスムーズにことを運べそうだ。

　大豆が手に入るのなら、豆腐とか豆乳とかも作れるだろう。

　豆腐はサラダに入れてもいいし、スープに使ってもいい。豆乳も身体にいいから、クリスティナに飲ませてやろう。

　十歳までは記憶を封印されていたから、すっかりこちらの食生活に馴染んでいて、今まで日本食が恋しいという気にならなかった。どうして今まで思いつかなかったのだろう。

「ダール豆が届いたらいろいろ試してみなきゃ」

「おい――何を、ぶつぶつ言ってるんだ？」

「うわぁ！」

　まさか、夜中の庭園で声をかけられると思っていなかったから、エミーリアは飛び上がった。こわごわと振り返れば、そこに立っているのは王子のキースだった。

「――キース殿下。失礼いたしました」

　エミーリアの方は部屋着――寝間着ではないが、かなりくつろいだ服装――なのに対し、キースの方は正装だ。たぶん、王宮で開かれていた舞踏会とか晩餐会とかその類の行事に出席していたのだろう。

「何をぶつぶつ言ってるのかと聞いたのに」

「別にたいしたことでは――」

　愛想笑いを顔に貼り付けて誤魔化そうとする。こんなところで王族と顔を合わせるなんて、予想していなかった。

「たいしたことではない？　こんな夜中に、ぶつぶつ言いながら庭園を徘徊するなんてただ事じゃないだろうが」

「ええと、明日からやらないといけないことを整理してたんです。それに、今日一日座ってたから体力があまっていて眠れないというか」

「体力がありあまっている？」

　たぶん、他の貴族令嬢達は、今の状態で体力がありあまっているということはないはずだ。朝から気を張り詰めているから。

「家にいる時は、相当運動をしていたので、ここでは体力が余っているんです」

　逃げ道を捜しながら返事をする。なんで、キース相手にこんなことを言っているのだろう。

「……ここに来て、そんなことを聞いたのは初めてだ」

「そうでしょうね、きっと」

　できるだけ早く話を切り上げたくて、キースの言葉にはさからわず、話が弾まないようにもごもごとしてみる。

「そのミアン、よく懐いているんだな」

　そんなことでは誤魔化されなかったらしく、キースはエミーリアの肩の上にいるルイに手を伸ばしてくる。ぱたぱたっと羽ばたいたルイは、キースの手に触れないようにエミーリアの反対側の肩に移動した。

「家の庭に倒れていたのを拾ったので、懐いているのでしょう。きっと――この子にとっては、私は命の恩人みたいなものですね」

「だからって、それを連れて庭園徘徊することはないだろうが」

「――考えをまとめるのに、歩き回ると落ち着くんです」

　考えなければならないことは、実際に多い。クリスティナのやる気をいかに継続させるかが問題だし、他の令嬢をどうやって出し抜くかもこれから考えていかなければならない。

　たぶん、どんな手を使ってでも、他の候補者を蹴落とそうという人間は出てくるだろうから。

「そうだな」

「キース殿下こそ、どうしてこんな時間にいらっしゃったんですか」

「俺？　俺は半分仕事。監督官だからな」

　言われてみればそうだった。ここの監督官を務めているのがキースだった。王子なのに夜中の見回りまでするなんて大変だ。

「そうでしたね。失礼いたしました」

　さて、これからどうしよう。監督官であるキースに、どうにかしてクリスティナを売り込みたいところではあるけれど。

「……これだけの令嬢が集まっているから、殿下も大変ですね」

「皆、自分を売り込むのに懸命だからしかたない。おかげで、妃教育期間中は、気の休まることがなさそうだ。兄上は、心安らぐような女性を求めているんだが」

「この場に王太子殿下がいらっしゃったら、従姉妹とお話をするように勧めたいところですが」

　そんなエミーリアの言葉にも、キースは肩をすくめただけだった。同意しているのかいないのか、彼の仕草だけではわからない。

　ここでしつこく売り込んでもしかたがない。話を切り上げようとしたタイミングを見計らっていたみたいにキースが口を開いた。

「それで、ウィンボーン子爵令嬢はどうするつもりだ？」

「どうするつもりって、そろそろ帰って休もうかと思ってますけど」

「そうか。気をつけて帰るといい。そこまで送るぞ」

「いえ、けっこうです。お休みなさいませ、殿下」

　危険があったところで、たいていのことなら一人で対応できる。キースが意外そうな顔になった。

「さっき他の令嬢に会った時には、こちらが送ると言うまでくねくねされたんだけどな。フルール・トレヴィラ男爵令嬢とか言ったか。面倒だから、その場にいた騎士に押しつけた」

　フルールならくねくねというより、睫ばしばしな気がする。王族相手に顔を売ろうとするとは、やはりいろいろ考えてここに来ているのだろう。

「王族との繋がりを持ちたかったのでしょう。ここに来る野心があるなら、そういうことだと思います」

「恋人とうまくいってないとか言ってたな」

「あー……そうなんですか」

　他になんて言ったらいいかわからなかった。

　先ほど顔を合わせた時は、アディルとの結婚のための花嫁修業に来たみたいな口ぶりだったのに。

（……殿下と話をする機会があったから、自分を売り込んでおいたってとこかな……）

　実際に、アディルとフルールの仲がどうなっているのかなんて、あまり興味はないけれど。

　キースに頭を下げておいて、エミーリアは向きを変えた。歩きながら、ため息をつく。

「変な人ねぇ……なんでわざわざ、私のことを気にするんだろう」

「夜中に徘徊している君の行動がおかしいからじゃない？」

「……わお」

　そんなに自分の行動がおかしいとは思わない。

　それよりは、やけに探りを入れてくるキースの方が気になる。ついでに言えば、アディルとフルールのゴシップを聞かされてもものすごい困る。

　いらいらする気持ちは見なかったことにしたエミーリアは、ルイをひっつかんで寝室へと戻ったのだった。
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　ルイがアレックス・アルカド元騎士団長についての情報を持ってきたのは、キースと夜中に出会ってから二週間後のことだった。

「任務中の事故？」

「うん、なんか最近勢力を増してる犯罪組織があるらしいんだよね。書類を見ようとしたら、人が入って来ちゃったから、そこまでしかわからなかったんだけど」

　アレックス元騎士団長は、その犯罪組織について捜査を行っている時に襲撃を受けたのだという。いくら騎士団長とはいえ、王宮から自宅に戻る途中、一人で十人以上を相手にするのは無理だった。

　もちろん、一方的にやられたわけではなく、一人で襲撃してきたうちの五人を返り討ちにし、残りは逃走させたのだそうだ。だが多勢に無勢、大怪我を負って職を辞することになったのだという。

「でも、ええと……フルヴィウス騎士団長、ちょっと若すぎじゃない？　だってどう見ても二十代でしょ」

　騎士団は階級社会だし、重ねてきた経験がものを言う。ロイズのような若造が騎士団長になるのは飛び級にもほどがある。もっと経験を積んだ騎士が他にもいるだろうに。

「そうだね。でも、その犯罪組織がらみで怪我をして、前線を退く騎士が最近増えたらしいんだよ」

「今の騎士団長より上の人が皆いなくなってしまったの？」

「うん。年齢を重ねた騎士はいるけど、身分が足りなかったり、実力が足りなかったりで、他に騎士団長の適任者がいなかったみたい」

「ここ数年盗賊が増えたって話は聞いていたけれど、まさかそんなことになっているだなんて」

　ウィンボーン子爵家では、国内の郵便事業を一手に引き受けているのだが、国外の郵便物に関しては、国境で先方の郵便馬車と受け渡しをしている。

　ウィンボーン子爵家の郵便馬車と一緒ならば、きちんと訓練された兵士達が一緒のため、国境まで同行したがる商人も多い。

　子爵家に礼に来た商人達は、様々な情報をもたらしてくれるから子爵家としても悪くないのだ。

「君は、家の商売にはあまり興味なかったもんね。知らなくてもしかたないんじゃない？」

　エミーリアはふぅっとため息をついた。

　ルイの言う通り、もう少し家の事業にも興味を持っておけばよかった。どうせ政略結婚させられるのだからと、おざなりにしていたのは失敗だった。

　女官試験を受けるならば、もっと周囲にも気を配らなくては駄目だ。

「あと、やっぱりフルヴィウス騎士団長の昇進をあまりよく思わない人もいるみたいだね。気持ちはわからなくもないけど」

「そういう事情ならそうでしょうねぇ……」

　王宮騎士団は年功序列。

　上がことごとくいなくなったという理由で、騎士団長におさまったと周囲が思っているのなら、ロイズの立ち位置は非常に微妙なもののはずだ。

「僕があちこちで聞いてきた噂話からすると、ちゃんと、実力も兼ね備えている人のはずなんだけど」

「ありがと。じゃあ、私そろそろ行くわね」

「いってらっしゃーい」

　ルイの前にご褒美のおやつを並べておいて、エミーリアは隣のクリスティナの部屋へと向かった。

（……騎士団は、騎士団で大変なことになっているみたいね）

　たぶん、ロイズには身分は足りなくとも充分な実力を持った補佐官がつけられているだろう。だが、騎士団長になった経緯が経緯だ。きっと彼も苦労しているだろう。顔合わせの場では、そんなことまったく見せていなかったけれど。

　それより、今日は気合いを入れねばならない。

　今までの間、妃教育を受けている令嬢達を放置していたジャレッドが、今日、ようやく姿を見せるのだ。

　今夜はこれから、今までの勉強の成果を発揮するための舞踏会。今後、似たような会は何度も開かれて、その中で候補者達はふるいにかけられていくらしい。

　そんなわけで、今日はいつも以上にクリスティナは緊張しているだろうし、舞踏会で王太子の前に出ても彼女がびくびくしないよう戦闘モードで送り出さなければ。

　鏡の前にクリスティナを座らせておいて、エミーリアはてきぱきと支度に取りかかった。

「あら、私……少し痩せたかしら」

　鏡を見ながら、クリスティナがつぶやく。

「間食はせず、食べ過ぎない程度においしくご飯を食べて、適度に運動をしてよく寝る。これだけで、ある程度は痩せるんですよ。病弱だからという理由で、クリスティナ様は、お家ではあまり運動していなかったでしょう。それもちょっとよくなかったかもしれませんね」

「……たしかに、美容体操もしたことなかったわ」

　この国での美人基準になるまで身体を引き締めようと思うのならばまた別だが、今のところクリスティナにはそこまで強いるつもりはない。

　毎朝のヨガ教室で健康的にほどほどに痩せればそれでいい。ダイエットし過ぎて、また病弱になっても困る。

「……ついにジャレッド殿下がおいでになるのね」

　初の舞踏会が開かれるため、クリスティナは少々緊張している様子だ。鏡越しに確認すれば、表情が硬くなっている。

「もっと早く顔を出してもよかったんじゃないかと思うけど」

　うっかり侍女としてではなく、従姉妹としてのエミーリアが出た。

「しかたがないわよ。殿下はお忙しいんだもの」

「……王太子妃の目星をつけるのは、キース殿下も手を貸すだろうから、毎日来る必要がないのもわかるけど、いくらなんでもあんまりじゃない？」

　王太子妃の座争奪戦に自分は参加しないエミーリアの方がぷんぷんしているのは、おかしい状況ではあるが、そういうのはどうかと思うのだ。

　今回の総監督を務めるキースの審査により、「確実にアウト」な候補者は落とされるのは予想がつく。残った候補者もまたいくつかのランクにわけられるはずだ。

　だが、そこにジャレッドの意思があまり反映されていないのはどうなのだろう。弟が選ばなかった女性の中に、ジャレッドと相性のいい女性がいるかもしれないのに。

（……王太子が、恋愛感情だけで結婚するわけにいかないのもわかるけどね）

　積極的に王太子が妃教育の開かれている場に出入りしない理由も理解はできるが、値踏みされる側を親戚に持つ身としては面白くないのもまた事実だった。

「ねえ、エミーリア。『闇の翼』って知ってる？」

「ひどい名前」

　素直なエミーリアの感想に、くすりとクリスティナは笑った。

「近頃、そう呼ばれる犯罪組織がグランディール王国の内部で勢力を伸ばしているそうよ。盗賊行為を働くだけではなくて、最近では人身売買、違法な薬物の取引みたいなこともしているようね」

「……数年前から、国境が騒がしくなったような話は聞いていたけれど」

　先ほど、ルイから聞いた話が、クリスティナの口から出るとは思ってもいなかった。

（クリスティナの方には、商人達の噂より重要な話が早く届くってことね）

　高位貴族に属するクリスティナは、父の伯爵からエミーリアよりも詳しい話を聞かされているのだろう。

　将来、王宮で生活するのならば、噂話以上の情報を入手しておくのも大切なことだからだ。

「そうね。数年前くらいから……なんというのかしら、力のある者が支配するようになったみたい。それまでばらばらに動いていた盗賊団が統合されていって、今の『闇の翼』という大組織になったそうよ。妙に統率の取れた動きをするらしくて、取り締まりや撃退が大変だという話だわ」

「盗賊達が手強くなって護衛の費用がかさんで大変と、お父様から聞いていたけど……そういうことだったのね」

　国王からの命令とはいえ、郵便馬車の護衛は、ウィンボーン子爵家が担当することになっている。

　以前より盗賊が増えた分、護衛を雇う値段が跳ね上がったと父の部下達が嘆くのをエミーリアは聞いていた。

「ジャレッド殿下は、対『闇の翼』壊滅作戦にかかっているそうよ。だから、こちらになかなかいらっしゃれないのではないかしら。犯罪組織の撲滅も緊急事態でしょうし」

「それなら、壊滅作戦が終わってから妃教育を始めればいいのに」

「同時にいくつもの仕事をこなせないのではこれから先困るということなのでしょうね。妃教育をこれ以上遅らせるわけにもいかないし」

「なるほど……そういう考え方もあるのね」

　そう言えば、キースも他の仕事を持ち込んでいると聞いている。

　ジャレッドの感情だけで王太子妃を決めるわけにはいかないから、他の人の手も借りようということなのだろう。

　父が現場での判断をある程度任せているのを間近で見ているから、その発想は理解できた。

　花嫁選びにまで、その発想を適用するのは正直どうかとも思うが、前世が日本人であるエミーリアの感覚は、この国の貴族からは少しずれている。

「できることなら、お手伝いをしてさしあげたいけれど……私にできることなんてきっとないでしょうね」

　鏡の中のクリスティナが弱々しく微笑むのを見たエミーリアの頭の中で、何かが動いたような気がした。

（……ちょっと待って。その犯罪組織をどうにかしたら、クリスティナの手柄ってことになるんじゃないの？）

　実際にどうにかしたのはエミーリアだったとしても、エミーリアの主はクリスティナなのだから、クリスティナの手柄にしてしまえばいい。クリスティナがエミーリアに命じたということにすれば解決だ。

（だったら、お父様にも協力してもらって……）

　宮中の情報なら、ルイを使ってある程度集められる。宮中の外の情報は、父親に頼めばいい。

　もし、そこから犯罪組織を壊滅させるのに有力な情報を見つけ出せたとしたら。

「どうしたの？」

「ごめんなさい、なんでもないの。ただ、そんな犯罪組織が台頭してるのだったら、お父様も大変だと思って」

　クリスティナが怪訝そうな目で見てくるのには、笑って誤魔化した。エミーリアの方が、気合いを入れなくてはならない。

「クリスティナ様、用意はよろしくて？」

　従姉妹モードから侍女モードに突入したエミーリアが問いかける。不安そうにクリスティナはうなずく。

「え、ええ……私、大丈夫かしら」

「……大丈夫です！」

　半年の間に、あと何回かこういう機会が設けられるから、今日は最後まで退席せずに会場内にいられれば上等だ。

「とっても、お綺麗です。クリスティナ様」

　誉めて、誉めて、おだてるのも忘れない。

（――クリスティナが好きだって言うなら、悔いを残さないようにやってほしいもの）

　とにかく、今後のこともある。他の令嬢達の様子も忘れずにチェックしておこう。






　舞踏会の会場として設定されている広間に行くと、そこにはもう多数の人が集まっていた。会場内のあちこちに、美しく着飾った令嬢達の輪ができあがっている。

「私、出遅れたかしら」

「出遅れるくらいでちょうどいいと思います」

　クリスティナは会場内を見回して、少し後悔しているようだが、できるだけ長い時間、この場にとどまっていられたならば今日のところはよしとすべきだ。

「王太子殿下のご入場でございます」

　侍従が恭しく、王太子の来場を告げた。

　そのとたん、会場のあちこちに固まっていた令嬢達の視線が一点に集中する。

　今日の王太子殿下は、金糸で刺繍の施された青の上着に、白いトラウザーズという格好でそれはもう麗しかった――遠くから見ている分には。

「殿下の側には、近づけそうもないわね」

　クリスティナは小さく息をつく。会場入りするのがぎりぎりだったから、ジャレッドに近い位置を取るのは難しかった。

　入ってくるなりジャレッドを令嬢達が取り囲んでいる。王太子妃候補の令嬢だけではなく、侍女として入ってきたばかりの女性達もまざっているのはあわよくばという気持ちからなのか。

「クリスティナ様は、どうしますか」

「エミーリアは？」

「クリスティナ様が問題ないとおっしゃるなら、私は、適当に会場をうろうろしています」

　さぼりではなく、今のうちに他の令嬢達の様子を見ておきたい。

　あとは、この間の舞踏会の時みたいに、クリスティナと王太子を二人きりにする機会を作れるかも確認したい。

「行ってきて。私なら、大丈夫よ」

　エミーリアは心の中で右の拳を突き上げた。

（おお！　二週間前より進歩した！）

　二週間前はエミーリアがついていなければどこにも行けなかったクリスティナが、一人でも大丈夫だと言った。これは大きな一歩だ。

「……でも、あまり長いこと一人にしないでね？　側にいてくれた方がありがたいもの」

「もちろんです。他の令嬢達の様子を見てくるだけ。すぐに戻りますから」

　会場隅に用意されているソファにクリスティナを座らせておいて、エミーリアは会場内を見回した。

（グウェンダリン嬢が一歩リードって感じかな……他の令嬢を完璧に遮ってる）

　グウェンダリンは、ジャレッドのすぐ隣の位置をキープしていた。彼女について来た二人の侍女が他の令嬢を近づけないように頑張っているのがわかる。

（クリスティナもあのくらいの根性があったら楽なんだけどなぁ、無理だろうなぁ……）

　人間には、向き不向きというものがあるのは、エミーリアも知っている。

　クリスティナが、「私が殿下と話す間他の令嬢を近づけるな」と命令すれば全力を尽くす気ではいるけれど、きっと彼女はそんなことはしない。

　会場内をうろうろしながら様子を探れば、メイリーとシンシアは共同戦線を張っているようだ。グウェンダリンに一番手を譲るにしても、三番目までに潜り込めばいいということなのだろう。

（イルミナ嬢はどこかしら……ああ、やっぱり弾かれている）

　伯爵令嬢であるイルミナは、三人と比較するとやや立場的には弱い。特にジャレッドの覚えがめでたいというわけでもなさそうで、王太子殿下を囲む三人からは外されてしまっていた。

　最初からジャレッドに近づくのを諦めている令嬢達の様子も観察しながら会場内を歩いていたら、今日の舞踏会に父親が参加しているのに気がついた。

「あら、お父様。今日いらっしゃるなんてどうしたの？」

「お前が心配だから、様子を見に来たんだろうが」

　と、ため息まじりに返されて、エミーリアは苦笑する。

　エミーリアが、侍女ではなく王太子妃候補としてあがっていれば、もっとたやすく手に入れられただろうが、この舞踏会に参加するための招待券を確保するのはとても大変だったはずだ。

（お父様に心配してもらえるなんて、思ってもいなかった）

　王太子妃候補として、妃教育に参加してほしいという父の願いを「女官になりたいから」という理由で断ってしまった。ここに来ているのは、父が望んだのとは違う形だ。

　まさか心配して様子を見に来てくれるとは、想像もしていなかった。事前に教えてくれたら、クリスティナから招待状を一枚父に回すぐらいしたのに。

（前世の『お父さん』とは、やっぱり違う人なのよね）

　前世では、父親との関係は、世間一般の意味するところとは違う意味で濃かった。

　父は、恵美に世界を制覇することを期待した。自分が、世界を制覇することはできなかったから。

　前世の父親との記憶は、大半が練習している時のもの。

　それと――。

（お父さんの夢を果たせないってお医者様から知らされた時、すごくがっかりしてたっけ）

　あの時、娘以上に落胆していたのは父だ。

　それを思い出すと今でも胸が痛くなる。生まれ変わって、新しい生を生きているというのに。

　空手をやめるきっかけになった交通事故の後、父とはろくに会話をかわさなかったような記憶もある。あれでもないこれでもない――恵美が新しい目標を探している間も、父に相談しようなんて思わなかった。

（私は『お父さん』を満足させられなかったから――『お父様』には満足してほしかった）

　そうだ、とぐらぐらする頭の隅で考える。

　だから、記憶が戻ってからも積極的に婚約を破棄しようとはしなかった。父が決めてきた相手だから。

　できるだけ円満に婚約を解消したいと思い始めてからも、エミーリアの方から積極的に行動に移さなかったのは――父にいい娘だと思ってもらいたかったから。

　その枷を外して、女官を目指すなんて言い出した今、こんな風に心配なんてしてもらえるとは思ってもいなかった。

（心配してくれて……嬉しいって、そう言ってもいいのかな）

「どうした？　お前、妙な顔をしているぞ」

「お父様が来てくださるとは思っていなかったから……あ、クリスティナ様のことも気になっているの？」

「それもまあ、気にはなっているけどね。一番気になっているのはお前のことだからね」

「私のこと……？」

「トレヴィラ男爵令嬢も、侍女として入っていると聞いたから……お前は気にしないとは言っていたけど――父親としてはやはり、な」

　父もフルールのことは気になっているようだ。

「……大丈夫よ」

　妃教育に付き添いで来てからいろいろあり過ぎて、フルールのことなんて完璧に頭から抜け落ちていた。

「ああ、そうそう。もう一つお前に頼まれていたダール豆だがな」

「入手できた？」

「明日、こちらに届くように手配してある。だが、なんであんなものを欲しがるんだ？」

「こちらに来てから思いだしたんだけど、とても美容にいいんですって――お父様、出入りする商人から聞かなかった？」

　まさか、ルイから聞いたとも言えないから、出入りの商人の誰かから聞いたということにして誤魔化しておく。まんざら嘘でもないから、かまわないだろう。

「美容は専門外だからなぁ」

　父が、困ったような顔をして笑うのを、なんだか懐かしいような思いで見つめてしまった。

（――大丈夫、なんとかなる）

　父を失望させたくはないけれど、大丈夫だ。なんとかなる。

　――とその時、背後から冷気のようなものが漂ってくるのに気がついた。エミーリアはがしっと父親の手を掴む。

「お父様。もう一つお願いがあるのだけど、聞いていただけるかしら」

「――なんだい？」

「踊って！　今すぐに！」

　今日この場に招待されているのは、適齢期の息子を持つ貴族が大半だ。中には若い男性もいるが、それは今回の妃教育に参加している女性の兄や弟などで、結婚相手を探している人だけだ。

　ダンスを申し込むのも、会話の糸口を作るため。

　今回エミーリアの父親は、息子の配偶者を探しに来ているわけではないから、他の令嬢にダンスを申し込む理由なんてない。

　だが、それでも父はエミーリアのただ事ならない形相に、手をとってフロアへと連れ出してくれた。

「どうしたんだい？」

「協力して！　ちょっと苦手な方が、こっちに近づいてきたの」

　なんとなく、キースは苦手だ。全てを見透かしているような目でこちらを見る。

　後ろ暗いところはないが、秘密を抱えているのも事実。彼の側にはあまり近寄りたくないのが本音だ。

「その方は、お前に興味があるんじゃないか？」

「冗談じゃないわよ、お父様。私としては、遠慮しておきたいわ」

「ふられたばかりの女性は落としやすい」なんていう話は、エミーリアも知っている。落ち込んでいるところに優しくされたら、ころりといってしまってもしかたない。

　でも、たぶんキースがエミーリアに興味を持っているのは、そんな理由ではないと思うのだ。

「とにかく、お前が元気そうでよかったよ――妃教育への参加は、裏庭で、人形の頭を蹴り飛ばしているよりは、数十倍有意義だろうね」

　その言葉に、エミーリアは顔をひきつらせた。

　高い塀に囲まれた運動場を作ったし、出入りできるのは一か所だけ。鍵を持ち歩いているのもエミーリアだけだ。

　まさか、父親が運動場で何が行われているのか気づいているとは思っていなかった。

「……気づいてらしたの」

「気づかれたくなかったら、人形に『アディルの馬鹿』と書くのはやめなさい」

「……はい」

　一曲を終え、父に感謝しながらその場を離れる。

　クリスティナを座らせた場所に戻ってみるけれど、そこには誰もいなかった。

（……踊りに行った？　それなら、いいけれど）

　今日はクリスティナの父親もこちらに来ているはずだ。父親と話をする気になったのであれば、それはそれでいい。

（……さて、どうやって王太子殿下とクリスティナを二人きりにしようかな……この間と同じ手は使えないし）

　ソファに座って考え込む。

　まさか、二度も三度も王太子殿下に水をかけるわけにもいかない。どうにかして、機会を作ろうと考えていたら、うっかりキースに注意を払うのを忘れていた。

「――見つけた」

「うぅ……見つかりました」

　父親と踊っている間にまけたと思っていたのに、どうやら甘かったようだ。エミーリアをソファに座らせ、キースは悪びれない顔でその前に立った。

（……この配置だと、逃げようがないわね）

　たぶん、ソファから立ち上がったところで進路を阻まれる。隣に座ってくれるのならまだ、逃げようもあるのに。

「殿下の前で私一人だけ座るわけには」

「なら、並んで座る？」

　まったく悪気なんてありませんと訴えるような顔をして、キースはこちら側へと身を屈めてきた。

　一瞬反論しかけたもののなんとか微笑みを浮かべることに成功した。

「殿下がよろしければ……」

　恥ずかしげに睫をぱちぱちさせるサービスまでしてやったのだから、おとなしく隣に座っていてほしい。

　けれど、キースは隣に座ることなく、エミーリアの前に立ったまま肩を揺すって笑った。

「――やってることと表情が合ってない」

「これでも、必死なんです。それで、今日は何のご用でしょうか」

　周囲からこちらに向かって、視線が突き刺さるのがわかる。その全てが、好意的とは言えないのもわかっていた。

　王太子妃候補としてここに来ても、全員が王太子妃になれるわけではない。そんな中、王子であるキースは、王太子妃になれなかった時の獲物としては、格好の位置にいるのだ。

　そんな彼を、エミーリアが独占しているというのは、他の令嬢達から見たら面白くない状況だろう。

「や、別に？　俺がウィンボーン子爵令嬢に興味を持っているだけ」

「……どういう興味かにもよりますね」

「自分が美人だという自覚は？」

「そこそこ美人なのは知っています」

　そうなるように、ルイに頼んだし、今の外見にはおおむね満足だ。自分の長所を真正面から受け入れているエミーリアの率直さに、キースはまた愉快そうに笑った。

「メルヴィル伯爵令嬢は、少し変わったな」

「お気づきになりました？」

　彼がそれに気づいているのなら、少し嬉しい。自分が甘いのもわかっているけれど、思わず顔がにやけた。

「前と比較すると、少し自信が出てきたように見受けられる」

「……元々、気が弱いのが一番の問題でしたから」

　クリスティナは、一流の教育を受けてきている。

　こういう場に来ると、少し気後れしてしまうのはしかたのないところではあるけれど、それでも彼女自身の魅力というのは忘れてはいけない。

「ああそうだな。ほら――ただ、他の連中の嫉妬には気をつけてやった方がいい」

　キースが目線で広間の端を示す。

「なんで？　なんで？」

　そして、エミーリアは仰天した。エミーリアだけではなく、集まっていた他の令嬢達も。

　ジャレッドが、クリスティナを連れて、廊下からこちらに入ってきたのだ。

（……なんでいつの間に、そんなことになっているのよ――！　いや、手間が省けたのはありがたいんだけど――！）

　どうやってクリスティナと王太子を会話させようかと思っていたら、ちゃっかり二人きりになっていたらしい。

　自分が手を回すまでもなく、そういうことになっていたのは驚きだ。

　それよりも、会場中から突き刺さる嫉妬の視線に、クリスティナが動じていないことにびっくりだ。以前なら、きっとすぐに逃げ出しただろうに。
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　ジャレッドがクリスティナを誘ったのは、たんに他の女性達から逃げ出した時に、目の前にいたのがクリスティナだったからというだけのことらしい。

　前回、ルイに水をぶちまけさせた時にはエミーリアがそういう状況を作ってやったわけだが、今回は目に見えない何かが味方してくれたのかもしれない。

　ジャレッドとゆっくり話をする機会ができたとクリスティナが喜んでいるから、偶然に感謝というところだろうか。

（クリスティナのことだから他の人より一歩リードしたからって、その状況を利用しようとは思わないでしょうね）

　となると、今後はどうにかしてキースにクリスティナを売り込むような手段を考えなければ。ジャレッドはしょっちゅう令嬢達の前に現れるわけではないから、キースに売り込むのが一番近道だ。

　だが、そう考えたのも束の間。

　舞踏会の翌日には、エミーリアは自分の甘さを痛感させられることになった。

「来た。呪いの人形――！」

　朝食をもらいに行き、ワゴンを押して戻ってきたら、扉に真っ赤な人形が張り付けられていた。

（私としてはすっごく面白いんだけど……クリスティナは違うでしょうねぇ）

　前世ではカミソリ入りの手紙を送りつけられたこともあったし、空手の胴着が行方不明になったこともあった。

　呪いなんてものが存在するとは思っていないし、呪われている当事者でもないし、この状況はむしろ面白い。

「クリスティナ様、こんなものがありました」

「エミーリア、そ、それ……何……なんで、こんなことに……！」

　人形を見たクリスティナが真っ青な顔になった。

　この国に伝わる呪い。真っ赤な布で作った人形の中に魔力の源として術者の髪を入れ、呪う相手の家の扉にナイフごと突き立てる。

　そうすると、相手は、ナイフを刺されたかのような痛みに襲われてそのまま死にいたるのだそうだ。

　似たような呪いは、エミーリアの前世にもあった。丑三つ時に藁人形に釘を打ち込むアレである。

「やだ……私……む、胸が……！」

「気のせいだから」

　胸を押さえて痛みを訴えるクリスティナを、エミーリアはばっさりと切り捨てた。切り捨てられたクリスティナは涙目になる。

「あ、あなたが呪われたわけじゃないでしょう……」

「こんな人形で憎い相手を殺せるんだったら、誰も苦労しないでしょうよ」

「でもぉ……」

　侍女モード、発動。きりっとした様子を作って、クリスティナの前で指を振る。なんとかして、クリスティナの気をそらさなくては。

「いいですか、クリスティナ様。この呪いは、不完全です」

「……不完全？」

「ええ、だって、この人形クリスティナ様に全然似てないですよ。似てれば似てるほど、効果を発揮するって聞いたことありませんか」

　エミーリアの言葉に泣き止んだクリスティナは、まじまじと人形を見つめた。そしてゆっくりと三回深呼吸をする。

「そうね……ええ、そうね。似てないわ。少なくとも、私はこんなにほっぺたが丸くないもの」

（……そこ？）

　似てないポイントはそこではなくて、ぱっちりしたクリスティナの瞳とは正反対の糸目ではないかと思ったけれど、本人が似ていないと認識するならそれでいい。

「そうです。似てません。ですから、この呪いは成就しません」

　言いきると、エミーリアは人形からナイフを引き抜いた。そのナイフで無造作に人形を解体する。

「あの……そんなことして、あなたが呪われないかしら」

「呪われません。大丈夫」

　リアルに守護天使を連れて歩いているとはいえ、もともとあまり信心深い質でもないし、呪いの類も信じているわけではない。

　幽霊はちょっぴり怖いなーとは思うが、前世で十八年、今生で十八年生きている間に一度も見ていないから、実在するとしても縁がないのだろう。

　縁がないものを怖がっていてもしかたない。

「……うわぁ、効果がない割りには本格的」

　中に詰め込まれていたのは、白い綿と真っ黒な髪だった。長く黒い髪は、それだけで不気味だ。

「……やだ、何……それ……」

「髪の毛です」

「それ、本物……？」

　束になった毛は、クリスティナからしたら不気味なものらしくて、顔をひきつらせる。

　たしかに触っていて心地よいものでもないが、ただの髪だ。勝手に動くわけでもない。

「一応、警護担当の騎士団には届けますね。朝食は運んでおきますが、お一人で大丈夫ですか。誰か、他の使用人についていてもらいますか」

「いえ……一人で大丈夫。ありがとう」

　朝の美容体操は中止になってしまうが、今日は諦めよう。こんな状況で、クリスティナがやる気を出すとも思えない。

（私なら、汗をかくまでアディル人形に蹴りをたたき込むんだけどな）

　そう言えば、実家の裏庭に設置した第十五代アディル人形は元気にしているだろうか。

　ちなみに、初代から十四代目までは全て、エミーリアの蹴りによって頭をもぎ取られていた。

（まさか、クリスティナに同じことをしろとも言えないし……）

　今後のことを考えると、頭が痛い。

「ルイ――？」

「ん？」

「この人形、どこが出所かわかる？」

「騎士団長のところに持っていくんじゃなかったの？」

「……もみ消される可能性もあるでしょ」

　ロイズを完全に黒と思っているわけでもないが、彼を信頼しなければならない理由もない。

　少なくとも、彼の上位にいた人間が次々に退職しなければならない羽目におちいったということは忘れてはいけない。

　彼がどこかの貴族と手を結んでいて、この人形の送り主と繋がっている可能性も否定できないのだ。

「どこから来たのかはわからないけどさぁ」

「神様の力でぱぱっとどうにかできないの？」

「アノネ、それができるくらいなら、君だって無事に生き残ったと思うのね？」

「――そこで威張られてもねぇ」

　この世界に転生したエミーリアの手助けをするためについてきたルイではあるが、その能力は非常に限定的なものだ。

　今すぐエミーリアをどこかへ瞬間移動させろと言われても、基本的には無理。

　彼にできるのは、情報を集めてくるとか集めてきた情報を提供するとか、前世の知識を補足してくれるとかその程度なのだ。

　あとは『いざという時の守護』も任されているらしいが、今のところそれを発動しなければならない状況には追い込まれたことはない。

「うーん。黒い髪ってだけじゃ対象は絞れないわよねぇ……」

　何かとつっかかってくるグウェンダリンは金髪だから対象外だが、妃教育の参加者に黒髪の女性は何人もいる。メイリーとイルミナは黒髪。だが、呪いをかけようとしている人物と、実際にかけた人物が同じ人だとは限らないわけで。世の中には呪術を仕事にしている人もいる。

「とりあえず、フルヴィウス騎士団長に届けるだけは届けましょ。こんな人形くらいで、クリスティナがどうにかなるはずもないけど、嫌がらせには違いないものね」

「一応、あちこちのぞいてくるよ。何かあったら教える」

　調べの方はルイに任せたエミーリアは警護の騎士達が詰め所として使っている建物へと向かった。

「おはようございます――フルヴィウス騎士団長にはお目にかかれます？」

「お約束は」

「ありませんけれど、これが、扉に貼り付けられていたものですから」

　にっこりとしたエミーリアの右手では、腹を切り裂かれた人形がぷらーんぷらーん。

　その人形を突き出すと、警護の騎士は顔を引きつらせながらも奥へと案内してくれた。

　通されたのは、騎士団の詰め所の奥にある広い部屋だった。そこがロイズの部屋として使われているらしい。

　窓を背にするように置かれた立派なデスク。壁際には、代々の騎士団長の肖像画がかけられている。壁に交差してかけられた二本の剣は、この国を守るという騎士団の決意の表れでもあった。

「お忙しいところ、押しかけてしまって申し訳ありません」

「……まじない人形か」

「今朝、扉に貼り付けられていました」

　もともと信じているわけでもないから、エミーリアはけろりとしている。そんなエミーリアをいぶかしむようにロイズは机の上に置いた手を組み合わせた。

「理由に心当たりは？」

「心当たりはたくさんありますが、送り主についてはわかりません。昨日、ジャレッド殿下がクリスティナ様と親密にお話をなさっていたので、妬まれている可能性は大きいでしょう。お話ししかしていないと言いますが、その機会すら持てない方も多いでしょう」

　ジャレッド本人が妃教育の場を訪れる機会は少ない。

　その少ない機会を逃さず、ジャレッドを囲む令嬢達の輪のど真ん中にいるのがグウェンダリン。シンシアとメイリーがだいたいグウェンダリンにくっついていて、なんとかその間に割り込もうとしているイルミナ。

　その他の令嬢達は、グウェンダリン達の隙をついてジャレッドと話す機会を作ってはいるみたいだが、今まで脱落と見なされていたクリスティナのように急上昇してきた人は他にはいない。

「これ以上、クリスティナ様が王太子殿下と親しくならないようにと願う人はたくさんいると思います。こういう時って芽は早めに摘むものでしょう？」

　ライバルを叩くなら、大きくなる前に徹底的に叩くべきだ。

　クリスティナが、王太子争奪レースで一歩抜きんでる可能性ができたのならば、その可能性が現実のものとなる前にその芽を摘んでしまえばいい。

　さっさと叩いておけば、必要以上の苦労をしなくていいのだから。だが、ロイズの方は渋い顔だった。

「――この程度のことで、騎士団を動かすわけには」

「私もクリスティナ様も、これ以上話を大きくしたいとは思っていません。ただ」

（王宮騎士団使えないな――！）

　とは思ったが、口には出さないでおく。あくまでも淡々と語っていたエミーリアは、一度そこで言葉を切った。

「今回は、被害を受けたのがクリスティナ様でしたからまだよかったけれど、もっと気の弱い令嬢だったら、それこそ妃教育を途中でやめてしまうかもしれないでしょう。それに、今後エスカレートして、呪いの人形を貼り付けるだけじゃなくて、実際に危害を加えることになる可能性も否定できないのでは？」

　王太子妃になる機会をみすみす逃す者がいるとも思えないが、途中でリタイアする者もいないわけではない。呪われているなんて知ったら、気の弱い令嬢の場合、それこそ全力で逃走することだってありえる。

（……少し前のクリスティナなら、確実にレースをリタイアしていたでしょうね）

　今、クリスティナがその気にならないのは、側でエミーリアが力づけているからだ。その危うさをわかってはいたけれど、まだ、クリスティナの手を離すべき時ではないと思う。

「……そうだな。失礼した。大きな騒ぎにならないように、こちらでも調べてみる――ご協力、感謝する」

「いえ、とんでもありません。こちらこそその不細工な人形を引き取っていただけて、とても感謝しているんです」

　その言葉に、ロイズは声を上げて笑った。エミーリアの言葉が、彼の笑いのツボをしっかり押してしまったらしい。

















第五章　妃教育は呪いがいっぱい？












　ロイズに人形を託したものの、すぐに犯人が見つかるはずもない。

　とりあえず、毎朝のように見つかる不気味な代物をロイズに届けるのが、エミーリアの新たな日課に加わった。

　ルイに聞いたら「実害はないけどねぇ」とけろりとしていたし、面白いと言えば面白いが、一方的にやられ続けるのも地味にストレスがたまる。そろそろこちらからも動いていい時期だ。

　そんなわけで、今日の自由時間、エミーリアは王宮の図書室で過ごしていた。目の前に積み上げたのは、世界各国の伝承について記された本である。

「ウィンボーン子爵令嬢。こんなところで何をしてるんだ？」

「……キース殿下。気づかず、失礼いたしました」

　図書室にいるエミーリアに、キースがいぶかしげな目を向ける。彼の腕には、何冊かの本が抱えられていた。仕事上、必要な資料を確認しにきたというところか。

「クリスティナ様のところに、いろいろ物騒なものが届けられてますので――人形ぐらいならまだいいんですけど。今朝は、カエルがつまった壺でした」

　どこでカエルを入手したのかは、考えない方がよさそうだ。

　アマガエルなら可愛らしいものだが、壺につまっていたのは、エミーリアの手のひらより大きなヒキガエル。そろってウゴウゴ鳴いている光景は気分のいいものではなかった。

　壺はロイズのところに届け、王宮の庭で見られるカエルだそうなので、中身は調べが終わったら逃がすように頼んである。

「……呪いか。前回も似たようなことがあったとは聞いていたが」

「……前回も？」

　エミーリアはしかめっ面になった。前回の妃教育と言えば、現在の王妃を選んだ時の話だ。

「ウィンボーン子爵令嬢の言いたいことはわかる。禁止すればいい。そう思っているんだろ？」

　呪いがあった段階で犯人探しに精を出し、見つかった段階で妃教育から追放すると決まっていれば、呪いをかけようなんて人はいなくなる。

「そういった嫌がらせにどう対応するのかも、選考基準となる。王族に嫁ぐならば、そのあたりのこともうまくさばけないと困るからな」

　トラブルをどう解決するか、あるいはトラブルに巻き込まれないためにどう振る舞うべきか――そういったあたりも見ているということなのだろう。

　それには納得したが、やられる方にとってはたまったものではないだろう。

「それで、ここで調べものか？」

「ちょっとした好奇心の解消、というところでしょうか。クリスティナ様に向けられる呪いが、あまりにも多岐にわたっているので、好奇心をそそられたというのもあるんですけど」

　例えば、最初に行われた人形を扉に貼り付ける方法は、この国で昔から行われている呪いだ。今のところ、クリスティナは元気に過ごしているので呪いの効果は出ていない。

　今朝のカエルは、馬車で東に二週間ほど移動したあたりにあるザイエル国近辺の風習らしい。

　壺にカエルを何匹も入れて、とある薬品をかけることにより、壺の中でカエルが苦しみながら命を落とす。そのマイナスのパワーが、一番側にいる人間に向かうのだとか。

　壺の中のカエルは皆元気に鳴いていたから、とある薬品とやらを正式に再現できていなかったのだろう。

（たしか、イルミナ嬢とメイリー嬢の母親は、ザイエル国だったかその近辺の国の出身だったっけ）

　あの二人の黒髪は、ザイエル国のあたりでは美人の証しでもあるそうだ。となれば、カエルを使った呪いについても母親から聞いている可能性はある。

　エミーリアが本に掲載されている呪いの方法をいろいろ語るのを、キースは面白そうに聞いていた。

「あとは、そうですね……鶏の首を切って生き血を滴らせるそれを憎む相手に投げつけるという方法もあるそうですね」

「鶏、さばけるか？」

「あー、無理ですねぇ。狩りをする人ならいけるかも？」

　食卓に出された肉はおいしくいただくが、自分で狩ってくる趣味はない。鶏が使われたら、対象者をある程度絞れそうではあるが、今のところは使われていない。

「鶏が届けられたわけじゃないので、仮定の話をしていてもしかたないのですが」

　憎む相手の名を紙に書いて夜中に燃やした後、その灰を相手に呑ませるなんて呪いもある。どうやって相手に灰なんか呑ませるのだろう。

　呪いをしかけてきている人間の手がかりが見つかればいいなと思っていたはずなのに、うっかり好奇心が違う方向に向かってしまった。

「それで、殿下。こちらで何を？」

「俺も調べものをしようと思って」

　言うなりキースはエミーリアの向かい側の椅子を引いた。いや、ここで調べものをするのか。できれば、別の場所に行ってほしかった。

　ちらりと見たら、彼はエミーリアのことはもう思考から追い払ったらしく、熱心に本のページを捲っていた。

（そうねぇ……、悪くはないんだろうな）

　王族で、見た目も悪くなくて、たぶん、性格も破綻はしていないと思う。大事な妃教育の監督官を任されるくらいだから、有能でもあるのだろう。

「本当のことを言うと、逃げてきた」

　エミーリアの方には目もくれず、本のページを捲りながらキースがふと口にする。お目当ての記述を見つけたらしく、ペンを取り出してノートに書き写し始めた。

「逃げるって何から？」

「ここに集まってる令嬢達」

　聞いたエミーリアは遠い目をしてしまった。言われてみればわかる。今、キースの正面に座ったエミーリアも、「悪くはないんだろうな」と思った。

「ジャレッド殿下がだめなら、キース殿下がいるじゃない！」と判断した令嬢が多数発生したということなのだろう。

「いけない、私はそろそろ戻らないと。殿下がここにいるのは内緒にしておきますね」

　逃げてきたというのなら、しばらくそっとしておいてやろう。それより、クリスティナと午後のお茶を飲む時間だ。

「ウィンボーン子爵令嬢」

「は、はいっ」

　いきなり声をかけられて動揺する。裏返った声を上げたら、笑ったキースは手を出すようにうながしてきた。

　おとなしく手を差し出したら、手のひらにキャンディが一つ、転がされる。

「やる。黙っててくれる礼」

「あ、ありがとうございます……？」

　なんだか食べ物につられているような気がしなくもないけど……まあいいか。本を戻してから図書室を出たエミーリアは、キャンディの包みを開いて口に放り込んだ。






　図書室でのキースとの遭遇については口を閉じておいたが、翌日の朝、また扉の前に袋が放置されているのに気がついた。

　うにゃうにゃ蠢いているそれを開くと、中から真っ黒な猫が出てくる。それを見たルイが唸った。

「いっそ、扉の前で張った方が早いんじゃない？」

　エミーリアが首根っこをひっつかむと、猫は怒りの声を上げた。

　鳴かれても困る。泣きたいのはこちらだ。

「おはようございます、クリスティナ様。今日は、袋詰めになった猫でした」

「猫――ま、まさか」

　まだ寝ていたクリスティナは、恐ろしそうな顔をエミーリアの手元に向ける。黒猫が「うにゃあ」と鳴いた。

「安心してください。生きてますから」

「……それならよかったけれど」

　エミーリアに首の後ろを掴まれた黒猫は手足をだらんと垂れている。逃げようという気は失せたらしい。

　昨日は、カエルがみっしりつまった壺だったことを考えると、袋詰めの猫の方が可愛く思えてくるから困ったものだ。

「その猫、どうするの？」

「どうするも何も……たぶん、ここに来ている誰かが飼ってる猫って可能性は低いと思います。だから、いつも通り騎士団の方に届けておきますね」

　この猫は痩せていて、お腹を空かせている。飼い猫ではないだろう。飼い猫にしては痩せすぎだし、薄汚れている。

「私が引き取ってもいいのよ？　こんなところに一匹だけ放り出されてかわいそうだもの。お腹を空かせているみたいだから、何か食べさせてあげたいけど……」

「人間の食べ物をそのままあげるのは身体に悪いから、厨房で何かもらってきます」

　昨夜の残りの魚を厨房で分けてもらい、猫に食べさせてから騎士団の詰め所へと向かう。

　エミーリアがなにやら抱えて、騎士団の詰め所に赴くのは、皆もう慣れっこだ。猫を抱えていても、奇異の目で見られることはなかった。

「ウィンボーン子爵令嬢、今日は何を抱えてきたのかな」

「今日はこの猫でしたわ。袋につめられていたので、袋もどうぞ。猫の引き取り手がいなければ、クリスティナ様が引き取るそうです」

　いちいちロイズのところに行くのももう面倒で、最近ではこうやって警護の兵士に渡して終わりにしてしまうという手抜きっぷりだ。

「わかった。では、調査が終わったら連絡させよう」

　猫を預けて戻ろうとしたら、奥の方からキースが手招きしているのに気がついた。

（……なんで、キース殿下が）

　いや、キースは監督官だからここにいても不自然ではないのだが、わざわざエミーリアを呼び止める理由がわからない。

　とはいえ、挨拶もせずに立ち去るわけにもいかないので、おとなしく彼の方へと近づく。

「今日は何が送りつけられた？」

「――猫です。表の人が預かってくれました」

　猫という言葉に、キースは額に手を当てた。

「いったい、どこからそんなものを持ち込んだんだ。メルヴィル伯爵令嬢は動転していないか」

「今のところは――それでですね、殿下。ここで顔を合わせたついでなので、一つお願いがあるのですが」

「お願い？」

　エミーリアの言葉に、キースは首をかしげる。まさか、この状況で『お願い』という言葉が出てくるとは思っていなかったのだろう。

「面倒なので扉の前で張ってようと思うんです。許可、いただけます？」

「……か弱い女性にそんなことをさせるわけには」

「面倒なんですよ。毎朝のように騎士団の詰め所にお届けするの」

　つい、『面倒』が出てしまった。慌てて取り繕おうとするものの、キースは肩を揺らして笑っている。

　やらかした！　赤くなったエミーリアは慌てて頭を下げた。

「失礼いたしました！」

「いや、心配なのも面倒なのもわかる。俺の権限で許可しよう」

「ありがとうございます、殿下」

　これで、一安心だ。

　だが、その判断はとても甘かったということを、エミーリアは夜中に思い知らされることになった。






　今は真夜中。そして、エミーリアがいるのは、クリスティナの部屋の真向かいにある部屋。

　扉を細く開き、外の様子をうかがう――つもりだったのだが、なぜかキースがここにいる。

「殿下の手を煩わせるつもりはなかったのですが」

「一人じゃ危ないだろうが」

　壁に背中を預け、床に並んで座っているというのは奇妙な状況だ。

　そして、キースと二人きりで夜を過ごしたなんて噂になったら――実際はどうであれ、周囲の令嬢達に睨まれる。

（……先日のこともあるし）

　図書室で、うっかりまったりしてしまった。向かい合ってお互い別々のことをしているのに、ぜんぜん嫌な空気にはならなかったから……困る。

「私一人で大丈夫です」

「そんなわけにもいかないだろう」

「言っておきますけど、そんなにか弱くないですよ、私」

　たぶん、今回の妃教育に集まっている令嬢達程度の相手なら一人で取り押さえられる。

　――それは、まちがいなくエミーリアの慢心だった。

　不意に空気が変わったのに気がついて、眉間に皺を寄せるが、はっとした時にはもう遅い。

　どこをどうされたのか、右腕が取られたかと思った次の瞬間には天井を見上げていた。両腕を床に押しつけられて、自分の上にキースがいる。

「――これでも？」

　彼はそんなに力を入れているようにも思えないのに、両腕を床に押さえつけられている。一瞬にして吹き出した嫌な汗が、こめかみを流れ落ちていった。

（完全に油断してた……！）

　部屋の明かりは落としてしまっているから、キースの表情をうかがうことはできない。ただ、自分が明らかに不利な状況にいることだけはわかる。

　むろん、今の状況から抜け出す手段はいくつか思いつくけれど、王子殿下にどこまでやっていいのか判断できない。

「俺より強い相手なんて山ほどいるんだぞ。俺程度にも勝てないのに、一人でどうするつもりなんだ」

「……そんな」

　エミーリアは唇を引き結んだ。

（そんな人、ここには来ないと思うの）

　やっていることは悪質ではあるが、呪いをかけているだけであって、今のところ実際の行動に出ているわけではない。エミーリア一人で対処できるという判断に間違いはないはずだ。

（それにしても、殿下が、こういう手に出てくるかもしれないというのは、想定してなかったな）

　とはいえ、床にこうやって押しつけられているという状況は愉快なものではない。

　あまり大騒ぎはしたくないが、そろそろ、脱出を試みた方がいいだろうか。

　おとなしくしているエミーリアにキースは逆に不審の念を抱いたようだった。

「何を考えてる？」

「……この状況で、膝を上げたらどうなるのかなって考えてました」

「おい！　もうちょっと可愛いことは言えないのか」

　今、この状況でエミーリアが膝を上げたなら。確実にキースの最大の急所を一撃することになる。

　あいにくとその痛みはエミーリアにはわからないし、前世でもやったことはないが、キースの声に焦った色が混ざった。

「私、意外と脚力ありますよ？　ためしてみます？」

「――遠慮する！　まったく。可愛げのない……けど、俺が言いたいことはわかっただろう？」

　ああいう実力行使のしかたはいかがなものかと思うが、たしかにエミーリアは抵抗できなかった。不満の声は呑み込んでおく。

「もっと早く動けなくて悪かった。一応、こちらでも調べは進めているんだが」

「……いえ」

「ほら、これにくるまっておけ。夜は冷えるぞ」

　膝を抱えて座っている上から、キースのマントがかけられる。そんなに冷えるとも思っていなかったけれど、表情を隠すのにちょうどいい。

（やだな。これってすごく……）

　鼓動が速くなっているのを自覚する。

　こちらに生まれ変わってから、こんなにも心臓がどきどきしたことなんてなかった。

　キースが自分に興味を示すのは、たぶん、貴族のくせに王族にさほど興味を持たないからとか珍しいオウムを連れているとか、そのあたりが理由なのだろう。

　だけど。

　一瞬にしてエミーリアを組み伏せた鮮やかな動き。

　自分ならどうにかできるというエミーリアの奢りを、その一瞬で彼は粉砕した。逃げ出す手はいくつも思いつくが、彼の動きについていけなかったのは事実。

（ちょっと、いい気になりすぎたかもしれないわね）

　今、キースにひっくり返され、改めて異性の力を認識させられた。

　家に逗留していた武術家達からいろいろ教わってはきたけれど、全員がエミーリアに言ったのは「驕ってはならない」ということだった。

　人形しか相手にしていなかったからというのは、言い訳だ。

（うー……調子に乗るのが悪いところ……）

　しゅんとしてしまって、マントに鼻先を埋める。

　少し離れたところにいるキースは、今何を考えているのだろう。

「……来たぞ」

　声を潜めてキースがささやいた。

　なるべく押し殺すようにしているようではあるが、向こうの方から誰かが忍んでくる足音がする。

　足音はいったん止まった。扉の前に何かを置くような音がして、再び足音は遠ざかろうとする。

「――止まれ！」

　扉を勢いよく開き、鋭い声でキースが命じた。

　一瞬、硬直した様子でそこに止まった人影は、すぐに身を翻して走りだそうとした。だが、飛び出したキースは相手のかぶっていたマントに手をかける。布の裂ける音がして、相手の顔があらわになった。

「――やっぱり！」

　フードから出てきたのは、ドート子爵家のイルミナだった。まさか、本人がここまで来るとは思っていなかった。てっきり、誰かにやらせていると思っていたのに。

「やっぱり、とはどういう意味だ？」

「最初に届けられた人形に入っていたのは黒髪だったし――カエルを使った呪いは、東の方で行われているって本に書いてあったからです」

　イルミナの母親は、東の方の出身だ。母親から話を聞いていても驚かない。他にも候補者は何人かいたけれど、イルミナが最有力候補だろうと思っていた。

「私だけじゃないわ！　ほ、他にも……やっている人はいるもの！」

「そうかもしれないけど、だからと言ってやっていいことにはならないでしょう」

　無駄に夜更かしさせられたエミーリアは、小さく息をつく。

「妃教育の場を汚されては困る。イルミナ嬢、あなたの処分については、これから協議するが、厳しい沙汰があると思え。ロイズ、あとは任せた。部屋から出すな」

　いったい今までどこに控えていたのか、暗いところからロイズと騎士団員が何人か姿を見せる。そして、彼らはイルミナが扉の前に置いた何かを取り上げ、彼女をうながして廊下を歩いていった。

「殿下、ありがとうございました」

「ドート子爵令嬢だったら、ウィンボーン子爵令嬢一人で取り押さえられたな」

　先ほどまでの驕りを思い出すと、穴を掘って埋まりたくなるからそっとしておいてほしい。エミーリアがそう言うと、キースは愉快そうに笑った。

「そうそう。今朝の猫だけどな」

「……はい」

「どこから来たのか、まだわかってないが、いつまでも騎士団に置いておくわけにもいかない。メルヴィル伯爵令嬢が欲しいのなら、明日にでも取りにくるといい」

「責任をもって飼うとお約束します」

　貴族の令嬢が飼うには可愛げがなかった気もするが、クリスティナが引き取りたいというのなら、止める理由もない。

　キースを見送り、自分の部屋に入ってからため息をつく。これで全部終わったと言えればいいけれど。
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　イルミナはしばらくの間、謹慎することになった。

　令嬢達に詳細は伝えられていないが、イルミナに関する噂はあちこちでささやかれている。そんな中、妃教育が再開された。

　今日は、王家の持つ草原に、全員参加のピクニックに連れ出されている。

　広い草原のあちこちにテントが張られ、草の上に敷物が敷かれている。馬のいななく声に、少女達の笑い声。護衛の騎士達の声が重なって響く。

　料理人達が料理をするための火をおこし、王宮の厨房で調理してきた品を温めなおしたり、この場での調理を始めていたりと、あたりは賑やかだった。

「クリスティナ様、私から離れちゃだめですよ」

　エミーリアの忠告通りに、クリスティナはエミーリアにぴたりと張りついている。

（そういえば、フルールは今頃何をしているのかしらね）

　謹慎処分になったイルミナは、妃教育は一応最後まで出られるだろうが、王太子妃の座からは大きく後退した。

　今のところ、アディルとフルールが正式に別れたというような話は聞いていないが、こうなったらイルミナはあてにはできないとフルールが判断してもおかしくない。

「エミーリア、私はこれからどうしたらいいのかしら」

「王太子殿下を見つけて張り付くのが一番ではないかと」

「は、張り付くだなんて、そんな」

　そんなって顔を赤らめている場合ではないのに。

（そう言えば、この間の舞踏会の時も思いきり出遅れていたものねぇ）

　ここで出遅れたのはクリスティナのせいではないのだろうが、王太子妃という地位を狙うのならばこの消極性はまずい。

「とりあえず、何かつまみます？　でしたら、その前にこれを」

　うなずくクリスティナに向かって、エミーリアは、厨房の料理人に作らせたクッキーを差し出した。

　ダール豆から豆乳を絞った後の繊維――わかりやすく言えばおからである――を用いているために、水分と一緒に摂取すると体内で大きく膨張して食欲を抑えてくれる。

　こういう場では、興味を引かれたものをちょっとずつつまむから食べ過ぎになりがちなのだ。

「これ、もそもそしていておいしくないのよね」

「以前よりはましになったじゃないですか」

　最初にできた試作品を食べた時は、石の方がましなのではないかと思うくらい固かった。

　厨房の料理人に頭を下げ、試作を繰り返し、なんとか食べられなくはないところまで改良したのである。

「薬だと思って召し上がってください。食べたら歩き回って、他の人達が何をしているのか探ってきましょうか」

　一口大のクッキーを口に入れ、よく噛んで食べたあとに水を飲む。エミーリアは必要ないけれど、クリスティナに付き合って口にした。

（うん、おいしくはないわね）

　他の材料を入れて、もう少ししっとり感を出すように厨房に工夫してもらった方がいいだろうか。

　でも、おいしかったら必要以上に食べてしまうだろうから、このままにしておいた方がいいかもしれない。そんなことを考えながら、クリスティナの一歩後について歩く。

　クリスティナを呼び止めたのは、輪になって話していた令嬢達だった。クリスティナが足をとめたので、エミーリアも付き合って足をとめる。

「クリスティナ嬢は、最近、呪術が流行っているのはご存じ？」

「……ええ、まあ」

　呪術が流行っているのは、エミーリアもクリスティナも知っている。知っていると言うより、渦中にいる。それもど真ん中に。

「私のところには、死んだ鶏が届けられましたの」

「私のところには、ナイフを刺された人形でした」

「私のところは――」

　クリスティナが口を開きかける。慌ててエミーリアは割って入った。

「クリスティナ様のところも、同じようなものです。警護をしている人達が、もっとしっかりしてくれればいいのですが」

　もちろん、ロイズを筆頭とした騎士達も、監督官であるキースも自分の職務を忠実に果たしているのはわかっている。

　クリスティナから話題をそらしたかったのと、集まっている令嬢達の本音を引き出したかったのだ。

　エミーリアの言葉をきっかけに、話題は警護している騎士団について変化した。クリスティナが、ちょっぴり不満顔になった。

「なんで、邪魔するの？」

「クリスティナ様が一番呪いの品をもらっているんです。自分が呪われている自覚を持ってください」

「私なんて――有力候補でもないのに」

　エミーリアもそう思っているけれど、クリスティナ本人はともかくとして、その背後にある実家の力はあなどれない。

「そう言えば、クリスティナ嬢ったら最近お綺麗になったのではなくて？」

「そうそう、すっきりしたというか」

「ああ、それは……侍女として一緒に来てくれたエミーリアのおかげで。運動したり、食事に気を使ったり……」

　あっという間に騎士団に対する不満の声も、新しい美容法の前にかき消される。口を挟まず静かにしていたエミーリアは、空を見上げた。

　ルイには、上空からあたりを見張っておいてくれと頼んである。王宮騎士団が意外にあてにならないというのは、もうわかっている。

「ルイ、大丈夫かな……」

　そうつぶやいた時だった。エミーリアの注意を引きつけるように鳴いたルイが空からぱたぱたと降りてきて、肩に止まる。

「あら、ルイ。脱走して追いかけて来ちゃったの？　しかたのない子ね」

「うえぇ、気持ち悪い」

「……私も、そう思う」

　ルイに向けて猫なで声を出すと、寒気を感じたかのようにぶるっと身を震わせる。

　人前だからこそ、ペットにでれでれのふりをしたけれど、気持ち悪いのはこちらだって同じだ。ルイとはそんなべたべたした関係ではない。

「――なんだか、変なんだよ」

「こら、ルイ。耳を囓っちゃいけませんっていつも言ってるでしょう？」

「ふふ、ルイはエミーリアがとても好きなのね」

　じゃれ合っている二人の前で、クリスティナがくすりと笑う。同じようにペットを連れてきている令嬢達もにこやかな目で、二人を見ていた。

「オナカスイタ、オナカスイタ」

「……本当に困った子。クリスティナ様、少し離れてもよろしいでしょうか」

「ええ、行ってらっしゃい」

　お腹が空いたとわめくルイを肩に乗せたまま、エミーリアはその場を離れた。

「なんだか、変って、どういうことよ？」

「北側の木の陰。目立たないところに三台の馬車が停まってる」

「……騎士団は？」

「まだ気づいてないみたいだ。騎士団の見回りが終わった直後に停められたから」

「わかった。とりあえずキース殿下に知らせて――」

　なんで、この時キースの名前が出てきたのか、エミーリア自身にもよくわかっていなかった。けれど、ロイズより先にキースを呼びに行くべきだとそう直感したのだ。

「殿下を呼びに行くのはいいんだけどさ、馬車の停まってる方にグウェンダリン達が行っちゃったんだよ……」

「なんですって？」

　エミーリアは叫んだ。今日は、指定された場所から離れないようにと厳命されているというのに、勝手な行動をとるなんて。

「ああもうっ！　とにかくあなたは殿下を呼んできて」

「僕を相手にしてくれるかな？」

　エミーリアはポケットに忍ばせていた手帳を引っ張り出し、ペンを走らせる。怪しげな馬車が草原の北にいる、と書き、破り取った紙を折りたたんだ。

「『エミーリア、死にそう』とか言っておけば、殿下も反応くらいするでしょ。私は、グウェンダリン嬢達を呼び戻してくるから。殿下はどこにいるの？」

「東のテントにいる」

「……なら、さっさと呼んできて！」

　たたんだ紙をルイの嘴に突っ込んで向きを変える。

　走り始めてしまってから気づく。馬車が三台ということは、乗っているのはけっこうな大人数のはずで。

（……ま、なるようになるか）

　たぶん、多少痛い思いをすることにはなるだろうが――死ぬことはないだろう、たぶん。そう願いたい。

　エミーリアが、草原の北側についた時、グウェンダリンの侍女達が固まって立っていた。

「あなた達、ここで何してるの？　グウェンダリン嬢は？」

「あ、あのっ」

　エミーリアの剣幕に押されたようで、彼女達は顔をひきつらせる。

　視線を追ったら、グウェンダリンは、一人皆のいる場所から離れてさらに北の方に向かっているところだった。

「なんで一人で行かせたの」

「つ、ついてくるなというご命令で……」

　ちっと舌打ちが出た。我ながら貴族令嬢らしからぬことこの上ない。

「キース殿下に連絡したから、すぐに騎士団が来るわよ。あなた達は、皆のところに戻った方がいい。グウェンダリン嬢は、私が連れ戻すから」

　そう言い捨て、侍女達がどうするのかは見ないまま、再び走り始める。大急ぎでグウェンダリンに追いついて声をかけた。

「グウェンダリン嬢、そちらに行ってはいけません。騎士団の方々が警護できる範囲を超えてしまいますよ」

「ま、あなた――」

　急いで走ってきて、息を切らしているエミーリアに気づいたとたん、グウェンダリンは嫌な顔になった。

「私と殿下の逢瀬を邪魔するつもり？」

「逢瀬を邪魔って……今日は、指定された場所から離れないようにと言われていると思いますが」

「だって、王太子殿下に呼ばれたのよ？　行かないとその方が失礼だわ。私の邪魔をするつもりなら、容赦はしないわよ」

「いえ、そんなつもりはないのですが。殿下との逢瀬にしては、不釣り合いな人がいると思いません？」

　エミーリアは肩をすくめた。

　もうちょっと早く連れ戻せればよかったけれど、遅かったみたいだ。

　エミーリアの示す方に目をやったグウェンダリンは完全に固まってしまった。そこにいたのは、たぶん誰かに雇われたのであろう柄のよくなさそうな面々だ。

　二人を完全に取り囲んだ男達は、手に棍棒を持ち、じりじりと包囲の輪を縮めてくる。

「……ぶ、無礼者！　こちらに近づかないで！」

　グウェンダリンが声を上げたけれど、男達にはグウェンダリンの命令を聞かなければならない理由なんてない。

「おい一人って話じゃなかったのか？」

「二人とも連れていけばいいだろ？」

　ひそひそとささやき合う声が、エミーリアのところにまで聞こえてくる。

（……一人、二人、三人、五人ぐらい――ううん、もうちょっといるはず）

　ルイの報告では、馬車は三台停まっていたはずだ。となると、ここにいる五人だけのはずはない。できる限り急いでこの場を去らねば。

「……お下がりなさい！」

　震える声でグウェンダリンがもう一度命じたが、そんなことくらいで男達を止めることなんてできるはずなかった。

「諦めましょう、グウェンダリン嬢。世の中の人間全てが、あなたの命令で動くわけじゃないんですよ」

「なんですって？」

　エミーリアの言葉に、グウェンダリンは顔をひきつらせた。

「諦めましょうと言ったんです――というわけで」

　エミーリアはグウェンダリンの手首を掴んだ。

「逃げる！」

「きゃああっ」

　グウェンダリンが悲鳴を上げるのもかまわず、エミーリアは手首を掴んだまま向きを変え、そのまま半分引きずるようにして走り始める。

「待て！」

「逃がすな！」

　いきなり身を翻して逃げるとは思っていなかったのだろう。背後からはあせる男達の声が聞こえてくる。

（……本当に面倒）

　グウェンダリンの走る速度はエミーリアに比べると明らかに遅い。このままだと男達に追いつかれてしまいそうだ。

「がたがた言わずに走る！　しゃべると舌噛みますよ！」

　グウェンダリンが舌を噛んだところで痛くもかゆくもないけれど、一応そう忠告しておく。

（ルイがうまくやってくれたらいいんだけど……）

　この場にキースが来てくれたら、もう少し楽になるだろう。ルイにそう願うのは期待しすぎだろうか。

「きゃああっ」

　舞踏会で華麗に舞うことには長けていても、走ることには慣れていないらしい。グウェンダリンが、勢い余って転んだ。

　掴んでいたエミーリアの手が彼女から離れる。

「グウェンダリン嬢っ！」

　さすがに、彼女一人を残して逃げるわけにもいかない。エミーリアは素早く左右に視線を走らせる。

　右手から一人、左手から一人――正面から一人。三人で充分と判断したのか、二人は少し離れたところから警戒している。

（他の仲間は近くにいない――なら、いける？）

　立ち止まったエミーリアは、グウェンダリンを引きずり起こして、皆のいる方向へと彼女の背中を押した。

「ああもう、先に行ってください！　ここは食い止めておくので！」

「で、でもっ」

「さっさと行って！　邪魔だから！」

　これが剣だったら無茶だと思うけれど、彼らが持っているのは棍棒だ。となれば、急所だけは避ければ時間を稼ぐくらいならできそうだ。

　右から打ちかかってきた男の腕を左腕で受け流す。受け流しても、久しぶりにまともに受けた打撃に、眉間に皺が寄る。

　痛い。ものすごく痛い。間違いなく明日にはあざになるだろうが、骨は折れていなそうだ。

（――大丈夫、なんとかなる！）

　この男も、他の二人も、腕前はたいしたことはなさそうだというのが今の攻撃から読み取れる。

　ということは、グウェンダリンが逃げるくらいの時間なら稼げるし、運がよければ、三人ともいけるかもしれない。

「おりゃあっ」

　正面からかかってきた男には鋭い蹴りを見舞ってやる。顎を狙ったはずが、狙いが外れて肩に当たった。だが、肩に重い打撃を受けて、男が手にしていた棍棒を落とす。

「こ――この女！」

「容赦しないぞ！」

「こっちも容赦しないつもりだけどっ！」

　上段に棍棒を振りかぶった男の方へ一気に距離をつめる。右腕を引き、体重を乗せて拳を突き出す。

　普通の貴族令嬢がそうしたところでたいした威力はないだろうが、エミーリアは日々鍛えているし、「過去にちょびっと暗殺やってました」な者に教えを受けたこともある。

　うめき声と共に、三メートルほど吹き飛んだ男が、その場にうずくまって嘔吐する。蹲っている男の肩に容赦なく踵を落とすと、いやな音がした。

（――まずは一人！）

　残るは二人――最初に肩に蹴りをくらった男が、棍棒を拾い上げて再度迫ってきた時、救いの手が差し伸べられた。

「エミーリア嬢、無事か！」

「無事ですけど無事じゃないですっ！」

　キースの声がするけれど、振り返る余裕もない。家名ではなく、名前で呼ばれたのも今は気にならなかった。

　なぜなら、二番目の男がこちらに向かってきたから。

　振り下ろされた棍棒を素早くよけて、利き腕に手刀を叩き入れる。また、嫌な音がした。腕を押さえた男が呻いた。

「ば……化け物かっ」

「失礼ねっ！　――あと一人！」

　叫んでおいて振り返るけれど、残る一人は――見失ったようだ。

「このやろぉぉぉっ！」

　エミーリアの死角に移動していた男が、背後から棍棒を振り下ろす。

　しまった――と思う間もなく、その棍棒は横から突き出された剣によって遮られた。大きく飛び退いてから振り返れば、キースが残った一人に向けて剣を突きつけている。

「無事かと一応もう一度聞いておくが、無事そうだな」

　真っ先にキースが駆けつけてきたらしい。

　そして、離れたところにいた二人もまた、騎士に取り押さえられていた。

「エミーリア、ブジ！」

　ぴよぴよと鳴きながら、ルイがエミーリアの肩に飛び乗る。

「いい子ね、ルイ」

「……その鳥のおかげで助かりました。ありがとうございます」

　ロイズは頭を下げたが、一瞬間があいたのは、エミーリアの気のせいだろうか。

　それからロイズは、倒れている男達とキースの剣を向けられている男達を連行するように命じた。

　ルイを上空から警戒させておいてよかったとエミーリアは息をついた。側にいた騎士にたずねる。

「グウェンダリン嬢は？」

「手のひらをすりむいた以外は怪我もなく」

「それならよかったです」

　王宮騎士団の見回りが終わった後に、男達の馬車が停められたなんてできすぎもいいところだと思う。

（王宮騎士団にしてはだいぶお粗末よね……ううん、裏があるのかも）

　そう思えば、ロイズに向ける目も自然と厳しいものになった。ロイズについても、もう少し情報が欲しい。

　とりあえずは、グウェンダリンが無事だったのならよかった。

　なぜ、一人で禁じられている場所まで行ったのかという点は大いに疑問が残るし、王太子殿下との逢瀬とかいう聞き捨てならない言葉も吐いていたから、みっちり追及してもらおう。






　当然ピクニックは中止となり、女性達は各自の部屋へと帰された。そしてグウェンダリンとエミーリアは、事情聴取のために騎士団の詰め所へと連れていかれる。

「靴に鉛を仕込む令嬢がどこにいるっ！」

　騎士団の詰め所に連れていかれたエミーリアの前で、キースは大声を上げた。

　男達の被害といえば。

　最初に倒された男は、肩の骨を折っていた。

　利き腕に手刀を叩きつけられた男は、腕の骨を折っていた。

　ほぼ無傷だったのは、キースに剣を突きつけられてさっさと降参した男一人という有様。さっさと逃げればよかったと男達は供述しているらしいが、エミーリアの知ったことではない。

「限度ってものを考えてもよかったんじゃないか？」

「――だって、運動不足なんですよ、殿下」

　額に手をやってため息をついたキースに返すみたいにエミーリアも深いため息をつく。

　朝起きてから夜寝るまでの間、身体を動かす機会といえばダンスレッスンくらいしかない。

　アディル人形に蹴りをたたき込むのが日課だったエミーリアとしては、物足りないことこの上ない。

「――それで、足に鉛を仕込んだと」

「運動は少なくても、歩き回ることは多いので――少しでも負荷かからないかなーって、あはは」

「あははじゃないっ。凶器を持ち歩いているのとかわりないだろうが！」

「アラヤダ。言われてみたら、そうですね……」

「アラヤダじゃないっ」

　エミーリア自身は悪用する気がまったくなかったので気にしていなかったが、エミーリアの勢いで鉛を仕込んだ靴の蹴りをくらったら、打ち所が悪ければ――ということも、充分想定できた。

「ウィンボーン子爵令嬢、その靴はもう履くな」

「えー」

「えー、じゃない。凶器を持ち歩くのは認められない。今日までこっそり持ち込んでいた件は不問にしてやるから、その靴はやめろ」

　それを言えば、エミーリア自身が歩く凶器みたいなものなのだが……じっとりとした目で見上げると、キースは大きく手を振った。

「いいな。それとも今ここでその靴を没収された方がいいか？」

「普通の靴にしますぅ……」

　どこか他で運動不足を解消しないといけないなと思っていたら、ロイズが救いの手を差し伸べてくれた。

「今回の件についてはお礼を申し上げる。警備に穴があるのを見落としたのはこちらの手違いだ。申し訳ない」

「お役に立てたなら、それで。グウェンダリン嬢が、一人で行っちゃった時にはあせりましたけど」

「しかし――なぜ、気づいたんだ？」

　キースに突っ込まれて気がついた。

　エミーリアが、グウェンダリンの脱走に気づいたのは、様子を見ていたルイが教えてくれたからだ。だが、ルイのことについて、彼らの前で口にするわけにもいかず、うまい返答も見つからずに固まってしまった。

「それはまあ――あれですよ、殿下」

　結局、エミーリアが口にしたのは言い訳にもならない言葉だった。

「なんだか、嫌な予感がしたと言うか。グウェンダリン嬢なら何かやらかすんじゃないかなって思って見てました」

　笑って誤魔化そうとしても、誤魔化されてくれる気は皆無らしい。困ってしまって、エミーリアは肩をすくめた。

　少なくとも、エミーリアはグウェンダリンを助けたのであって、尋問されるいわれはない。

「――とにかく、一応、当事者だから話しておくが、これからの話は他言するなよ」

「それはまあ、いいんですけど」

　ちらりと壁の時計に視線をやる。

（クリスティナが、おやつを食べ過ぎてなければいいんだけど）

　ピクニックが中止になったから、部屋でお茶にしているはず。

　エミーリアがいなくてもきちんと節制できているかは少し気になる。まあ、今日一日くらいはしかたないかともいう気もするけれど。

「二人の侍女を放置して、一人でふらふらしているからには何かあったのでしょう？　王太子殿下との逢瀬とか言っていましたが」

「……偽の誘いにまんまとつられたと、そういうわけだ」

「そんなに簡単につられます？」

　いくらグウェンダリンがジャレッドからの呼び出しにうきうきしていたとはいえ、そこまで簡単に引っかかるだろうか。

「封筒と便箋が、王族の使うものだったからな」

　それなら、グウェンダリンも騙されてもしかたないかもしれない。

「……そうですか。では、私ももう戻ってよろしいでしょうか」

「ウィンボーン子爵令嬢」

　ロイズに引き止められてエミーリアは、足を止める。

「悪漢共をたたきのめした素晴らしい技について、お話してはいただけないだろうか」

「それは俺も興味ある」

　キースまで、興味を持ってきたか。

　やりたい放題とまではいかないにしても、素手でやり合っているのを見られていたのだった。

「衝撃的な事件だったので、消耗しました。また、後日ということで……今日は失礼します」

　次に会う時までに、何か言い訳は考えておこう。にっこり笑って一礼したエミーリアは、その場から逃走した。
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【電子版限定ＳＳ】

◇　侍女はお菓子も作れなければならないのです、たぶん












「さー、クッキーを焼くわよ！」

「クッキー？」

　右手の拳を突き上げて宣言すると、クリスティナの目が輝いた。妃教育が始まって以来、クリスティナにはお菓子を制限してもらっている。

　とはいえ、妃教育の間、午後のティータイムへの参加は欠かせない。我慢の続いているクリスティナにストレスが溜まっているのも、エミーリアはちゃんと把握していた。

　実家に頼んで取り寄せてもらったダール豆。茹でて柔らかくしてからピューレ状になるまで砕き、絞って豆乳とおからに分けるところまで成功している。

　豆乳はとりあえずこのまま飲むとして、おからの方はヘルシーなおやつに活用するつもりである。

　この国では痩せている方が美女だという風潮があるが、そこまで過酷なダイエットをクリスティナにさせるつもりはない。今はぽっちゃりすぎるので、健康に問題ない程度にまで痩せればいいと思っている。

「さーて、どこから手をつけようかしら」

　作るのはおからクッキーと決まっている。

　だが、どのレシピを活用すべきか。おからを使ったクッキーも、通常のクッキーと同じように砂糖の他、バターや卵を使用したレシピ、控えたレシピ、まったく使わず蜂蜜等で甘さを加えたレシピ等様々なものがある。

　前世ではそんなに熱心にお菓子作りをしていたわけでもないので、頭の中にあるレシピはうろ覚え。まずは厨房の料理人に、基本のクッキーのレシピを確認する。

「……え？　こんなにお砂糖を使うの？」

　クリスティナに実物を見てもらった方がいいだろうと実際に計量して並べてみたら、使われている砂糖の量にクリスティナは顔をひきつらせた。

「お砂糖だけじゃなくて、バターも太る理由ですからね？」

「……うぅ」

「そして、ジャムも」

「なんとなくわかっていたけれど……」

　ジャムは保存食なので、砂糖をたくさん使っている。紅茶にジャムをたっぷり入れて飲むのがお気に入りのクリスティナは、そっと視線をそらせた。

「で、このダール豆のおからの出番ってわけ」

　エミーリアは、並べたクッキーの材料から、まずは小麦粉を減らした。砂糖も半分まで減らす。そして、減らした材料の分、おからを追加して、教わった手順通りに作り始める。

　バターと砂糖を混ぜ合わせ、卵を追加。ふるった小麦粉を入れて最後におからを混ぜる。混ぜたら、薄く伸ばし、切り分けてオーブンへ。

「いい香り……」

　オーブンの前に陣取ったクリスティナは、うっとりとした顔をしていた。そんなに甘いものに飢えていたか。茶会のお菓子は制限したが、果物はそこまで制限していなかったのに。

　だが、生のままの果物と職人の手による甘味では、甘さの種類が違うのもわかる。厨房の料理人達の邪魔にならない場所をちゃんと選んでいるので、やめさせようとは思わなかった。

「……焼けた？」

「たぶん」

　焼き上がったと思われるところで鉄板を取り出す。綺麗なきつね色に焼けている。色はいい。先程から漂っている甘い香りもいい。

　まだ焼き上がったばかりでアツアツだというのに、クリスティナは迷うことなく手を伸ばした。一枚手に取って、パクリ。

「んんん？」

　首をかしげている。何か言いたそうにしていたけれど、目をぱちぱちさせるにとどまっていた。続いてエミーリアも手に取る。

「……うーん」

　なんだ、このもさもさ感は。口の中にまとわりつく。ダイエット用だからと、勢いよく砂糖を減らしたのがまずかったかもしれない。

「これは駄目ね。私が、責任をもって食べるわ」

　グラス一杯の水を飲みほしてから、エミーリアは宣言した。

　食感は最悪だし、口内の水分は持っていかれるし、甘みもない。はっきり言ってしまえばとてもマズイ。

「でも、エミーリアがせっかく焼いてくれたんだし」

「これを食べても、悲しくなるだけだと思うわ」

　エミーリアの言葉に、クリスティナは正直に眉を下げた。やはり、責任を感じていただけのようだ。

「と、とにかく！　これはクリスティナは食べなくてもいいから！」

　たしかに、今の一枚で胃の容量はかなり埋まった気もする。口内に残ったクッキーもどきを洗い流すのに、水をたくさん飲む必要があったからかもしれない。

「食感をよくするためには、小麦粉じゃなくて他の粉と混ぜた方がいいかもね。でなかったら、おからを乾かしてから使うとか」

「お砂糖は……？」

「それもちょっと考えるわ。さすがに減らしすぎたわね」

　残された材料を前にクリスティナと話し込んでいたら、横から女性の料理人がそっと口を挟んできた。

「よかったら、私にも協力させてもらえますか？」

　エミーリア達より、少し年上の彼女は、最近太ってきたということもあってダイエットに興味があるそうだ。

「いいの？」

「興味があるので、手伝わせてください」

　料理人にとっても、エミーリアの挑戦は気になるところだったらしい。

　胃の中でふくらみ、食欲を抑えつつも、美味しいもの。難しい挑戦になりそうだ。

「よろしくお願いします！」

　料理人とエミーリアががしっと手を取り合う。

「……私も……切実なの……よろしくお願いします……」

　その横でクリスティナはぺこりと頭を下げる。

　この後、職人魂に火が付いた料理人とエミーリアは試行錯誤を繰り返した。

　無事にクリスティナがダイエットに成功したのをきっかけに、グランディール王国内でダール豆の需要が跳ね上がるのは、この少し先のことである。









本書は、『婚約破棄されたので王宮の裏ボス目指します！』（２０１７年５月アルファポリス刊）及び『婚約破棄されたので王宮の裏ボス目指します！２』（２０１７年12月アルファポリス刊）を大幅に加筆修正のうえ、全３巻に再編集しました。
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